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農
業
保
護
問
題
に
關
す
る
マ
ル
サ
ス
及
び
リ
カ
ー
ド
ォ
の
諸
小
冊
子

高
橋
誠
一
郎

那
翁
戰
役
を
通
じ
て
、
英
國
に
於
け
る
殼
物
の
慣
格
は
空
前
の
騰
貴
を
爲
し
、
又
著
し
き
動
搖
を
來
し
た
。
同
戰
役
は
、
農
業
階
級 

に
取
つ
て
は
、
高
率
の
保
護
關
税
に
等
し
き
效
果
を
擧
ぐ
る
こ
と
が
出
来
た
。I

千
八
百
〇
ニ
年
三
月
二
十
七
日
、
ア
ミ
ア
ン
平
和
條 

約
の
締
結
と
共
に
、
這
箇
戰
役
に
由
る
保
護
の
休
止
を
見
越
し
て
*
議
會
に
於
け
る
農
業
階
級
の
代
表
者
等
は
當
時
行
は
れ
て
居
つ
た 

1

千
七
百
九
十一

年
の
穀
法( 『

三
田
學
會
雜
誌』

第
二
十
九
卷
第
九
號
所
載
拙
稿『

古
版
經
濟
書
解
題——

ジH

1

ム
ズ

•
ア
ン
ダ

ー
 

ソ
ン
のr

國
民
的
勤
勉
に
就
い
て
の
考
察』

一
三
艽—

六
頁
參
照)

の
改
正
を
主
張
し
た
。

一
千
八
百
〇
ニ
年
及
び
三
年
は
平
作
で
あ 

つ
た
に
拘
ら
ず
、
價
格
は
下
落
の
一
路
を
迪
り
、

一
千
八
百
〇
四
年
の
初
め
に
は
、
小
麥
は
終
に
一
ク
オ
ー
タ
ー
五
十
志
以
下
に
^
つ 

た
。
斯
く
の
如
き
下
落
は
半
ば
一
千
七
百
九
十
九
年
ょ
り
一
千
八
百
〇

一
年
に
亙
れ
る
高
價
に
刺
激
せ
ら
れ
て
小
麥
耕
作
の
增
加
せ
る 

に
基
く
も
の
で
あ
つ
た
。
大
麥
及
び
燕
麥
下
落
の
割
合
は
更
ら
に
大
で
あ
つ
た
。
下
院
は
頻
々
た
る
請
願
に
動
さ
れ
て
、
九
十
一
年
の 

法
律
を
調
齑
す
可
き
委
員
會
を
任
命
し
た
。
此
の
委
員
會
の
五
月
十
四
日
の
報
告
は
更
ら
に
大
な
る
保
護
を
農
業
者
に
與
ふ
可
き
こ
と 

古
版
經
濟
書
解
題 

一

五

九

(
1

五
五
五)



古
版
經
濟
書
解
題 

1

六
〇

(
1

五
五
六)

を
勸
吿
し
た
。
日
く
、
農
業
者
は
彼
れ
を
し
て
需
要
に
應
ず
る
に
足
る
穀
物
を
產
出
せ
し
む
可
き
價
格
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
而 

し
て
這
般
の
誘
因
を
與
ふ
る
最
良
の
方
法
は
恰
好
且
っ
相
當
な
る
價
格
を
彼
れ
に
確
保
す
る
に
在
る
、
而
し
て
九
十
一
年
の
條
例
は
之 

れ
を
農
業
者
に
保
證
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
と
。
而
し
て
終
に
、
價
格
が
四
十
八
志
以
下
な
る
際
に
輸
出
せ
ら
る
-.總
ベ
て
の
小
麥
は 

一
ク
オ
ー
タ
ー
に
就
き
五
志
の
獎
勵
金
を
受
く
可
く
，
又
價
格
が1

ク
オ
ー
タ
ー
に
就
き
六
十
三
志
以
下
な
る
際
に
は
、
外
國
小
麥
は 

二
十
四
志
三
片
の
關
稅
を
、
六
十
三
志
若
し
く
は
其
の
以
上
、
六
十
六
志
以
下
な
る
際
に
は
ニ
志
六
片
を
、
而
し
て
六
十
六
志
若
し
く 

は
其
の
以
上
な
る
時
に
は
六
片
を
支
拂
ふ
可
き
こ
と
を
規
定
せ
る
條
例
は
一
千
八
百
〇
四
年
十I

月
十
五
日
に
實
施
せ
ら
る
、
こ
と
、 

爲
っ
た
。
此
の
法
律
は
階
級
的
法
制
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
而
も
一
千
八
百
十
三
年
の
大
豐
作
以
後
に
至
る
迄
は
、
殆
ん
ど
全
く
何
等 

の
作
用
を
も
爲
さ
な
か
っ
た
が
爲
め
に
無
害
で
あ
っ
た
。
此
の
法
律
に
對
す
る
不
平
の
大
部
分
は
北
部
英
蘭
土
及
び
西
部
蘇
蘭
土
の
新 

興
工
業
都
市
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
千
八
百
〇
四
年
以
後
に
於
け
る
相
次
げ
る
四
囘
の
凶
作
と
同
六
年
以
後(

佛
國
の
大
豐
作 

に
ょ
っ
て
那
翁
が
輸
出
免
許
制
度
の
下
に
英
國
へ
の
輸
出
を
許
し
た1

千
八
百
◦
九
年
及
び
十
年
を
除
く)

に
於
け
る
大
陸
封
鎖
制
度 

の
影
響
に
ょ
っ
て
同
十
三
年
に
至
る
迄
穀
物
は
高
債
で
あ
つ
て
、
政
府
は
種
々
な
る
救
濟
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
輸
入 

の
減
退
を
填
補
す
る
が
爲
め
に
、
寫
地
の
大
擴
張
と
耕
作
法
の
大
改
良
と
が
行
は
れ
た
。(

B
ar
n
es
, 

A
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t
o
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E
n
g
l
i
s
h

 

n
o
r
n

 

L
a
w
s
,

 

1
9
3
0
,

 

pp. 

8
8
-
9
2
0
0

一
千
八
百
十
三
年
三
月
二
十
二
日
*
合
衆
王
國
の
穀
物
貿
易
に
就
い
て
調
莶
す
る
が
爲
め
に
特
別
調
莶
委
員
が
任
命
せ
ら
れ
た
。
其 

の
最
初
の
目
的
は
穀
物
自
由
輸
出
の
權
利
を
確
保
せ
ん
と
す
る
に
在
つ
た
。
此
の
委
員
會
の
報
吿
は
五
月
十
一
日
に
印
刷
に
附
せ
ら
る 

可
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
六
月
十
五
日
に
下
院
に
致
さ
れ
た
。
愛
蘭
土
の
地
主
で
あ
つ
た
委
員
長
パ
ー
ネ

ル

(s
ir 

H
e
n
r
y

 

Parnell) 

は
同
日
下
院
に
於
い
て
、
此
の
報
告
の
目
的
が
現
行
農
業
保
護
制
度
の
弊
害
を
明
か
に
し
、
堅
實
且
つ
適
度
の
匱
格
に
於
い
て
更
ら
に

多
く
の
穀
物
の
產
出
を
確
保
せ
ん
と
ず
る
に
在
る
旨
を
述
べ
た
。
彼
れ
は
細
心
な
る
注
意
を
以
つ
て
、
委
員
に
よ
つ
て
提
唱
せ
ら
れ
た 

る
變
更
が
農
業
者
及
び
地
主
の
利
潤
を
增
加
す
る
を
目
的
と
せ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
蔻
し
、
是
れ
等
兩
者
は
f
 

に
於
い
て
著
し
く
繁
榮
で
あ
つ
た
が
爲
め
で
あ
る
。
そ
は
外
國
穀
物
輸
入
の
危
險
か
ら
國
民
を
保
護
す
る
が
爲
め
に
行
は
れ
た
も
の
で 

(

あ
る
。
彼
れ
は
、
商
工
業
に
從
事
す
る
總
べ
て
の
者
が
完
全
な
る
自
由
貿
易
の
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
な
ら
ば
、
目
下
穀 

物
の
輸
入
に
對
す
る
制
限
を
主
張
す
る
者
も
亦
、
快
く
總
べ
て
斯
く
の
如
き
保
護
に
對
す
る
あ
ら
ゆ
る
要
求
を
拋
棄
す
る
で
あ
ら
ぅ
と 

述
べ
て
ゐ
る
。
彼
れ
に
從
へ
ば
、
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
自
由
貿
易
論
は
決
し
て
委
員
の
決
議
を
非
難
す
る
が
爲
め
に
援
用
せ
ら
る
可
き 

で
な
い
。
第
一
に
、
ア
ダ
ム•

ス
ミ
ス
は
歐
洲
の
總
べ
て
の
國
民
が
同
ー
共
通
の
政
策
を
採
用
す
可
し
と
云
ふ
假
定
の
上
に
於
い
て
の 

み
自
由
貿
易
を
推
獎
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
，
政
府
の
干
渉
に
對
す
る
ス
ミ
ス
の
主
た
る
反
對
論
は
、
そ
が
資
本
を
し
て
其
の
自
然 

の
水
路
か
ら
、
よ=

生
産
的
な
ら
ざ
る
水
路
に
移
ら
し
む
る
と
云
ふ
に
在
つ
た
。
然
し
な
が
ら
斯
く
の
如
き
反
對
論
は
土
地
に
於
け
る 

資
本
の
投
下
を
獎
勵
す
る
提
案
に
對
し
て
行
は
る
\
こ
と
を
得
な
い
、
特
に
大
不
列
顚
は
穀
物
を
自
己
に
給
す
る
こ
と
な
き
が
故
で
あ 

る
。
第
三
に
、
ス
ミ
ス
は
、
國
防
は
富
裕
よ
り
も
遙
か
に一

曆
重
要
な
り
と
述
べ
た
。
而
し
て
パ
ー
ネ
ル
に
從
へ
ば
、
其
の
國
を
飢
饉 

か
ら
防
止
す
る
に
足
る
穀
物
を
產
出
す
る
は
國
防
の
部
類
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
。(H

s
s
a
r
d
,

 

vol. 

xxvi, 

pp. 

6
4
4
-
6
5
9

 ; 

Barnes, 

op, 

c
i
r
で
?

1
1
8
-
1
2
0
0
0

然
し
な
が
ら
、
空
前
の
高
地
代
に
惠
ま
れ
て
居
つ
た
英
國
地
主
階
級
は
概
し
て
斯
く
の
如
き
パ
ー
ネ
ル
の
主
張
に
對
し
て
冷
淡
で
あ 

つ
た
。(

此
の
提
案
は
當
初
愛
蘭
土
の
み
に
對
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
後
に
至
つ
て
合
衆
王
國
の
文
字
を
以
つ
て
之
れ
に
代
ふ
る
に
至 

つ
た
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
。
愛
蘭
土
人
は
極
め
て
有
利
に
英
國
に
其
の
穀
物
を
供
給
しつ

--

あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、.
而
も
西
印
度
、
ブ 

ラ
•ツ
ィ
ル
及
び
其
の
他
の
地
方
に
穀
物
を
輸
出
す
る
の
自
由
を
有
せ
ざ
る
こ
と
を
遺
憾
と
し
て
居
つ
た)

。
然
る
に
其
の
後
に
於
け
る
大 

古
版
經
濟
書
解
題 

一

六1
C
1
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五
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古
K
經
濟
睿
解
題 

1

六
ニ
^

r
(

一

五
五
八)

豐
作
と
平
和
の
囘
復
、
輸
入
の
激
增
は
全
く
彼
れ
等
の
階
級
を
狼
狽
せ
し
め
た
。
實
に
小
麥
の
慣
格
下
落
の
勢
は
甚
し
く
、
十
三
年
六
月 

に
百
十
七
志
十
片
で
あ
っ
た
平
均
債
格
は
十
西
年
四
月
に
は
七
十
五
志
八
片
に
降
り
、
更
ら
に
同
年
五
月
に
は
六
十
九
志
七
片
と
爲
っ 

た
。
斯
く
て！

千
八
百
十
三
年
に
は
穀
法
の
改
正
に
對
し
て
無
關
心
で
あ
っ
た
英
國
地
主
階
級
は
十
四
年
に
於S

て
は
大
體
に
於
い
て 

パ
1

ネ
ル
の
主
張
に
屈
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。(Barnes, 

op, 

c
i
r

pp. 

121-122.

-I

農
業
に
對
し
て
更
ら
に
大
な
る
保
護
を
與
ふ
る
の
可
否
は
纏
が
て
熱
烈
に
論
議
せ
ら
れ
、1

千
八
百
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
亙
っ
て 

賛
否
兩
樣
の
意
見
を
表
明
せ
る
冊
子
が
刊
行
せ
ら
れ
た
。
賛
成
者
側
で
は
パ
ー
ネ
ル
•
へ
，
ブ
バ
ー
ン
男
、ゥ

*
ス
タ
ー
ン
等
の
演
說
若 

し
く
ft
其
の
要
領
が
出
版
せ
ら
れ
、(
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C
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又
ジ
B
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•
カ

ム

べ

ル
及
び
ウ
ィ
リ
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ム
•
ハ
ス
キ
ッ
ソ
ン
等
の
書
翰
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>
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o
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r
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p
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s
e
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C
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L
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s
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1
8
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が
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に
せ 
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外
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マ
ル
サ
ス
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O
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wolicy 
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w
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intended 

as 

a
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A
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to 
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b
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e
r
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tions 

o
n
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C
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s

 

1
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を
、
ロ 
1

ダ
1

デ
1

ル
伯

('The 

H
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r
l

 

of 

L
a
u
d
e
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d
a
l
e
)

は 

Letter 

o
n

 

the 

C
o
r
n

 
L
a
w
s
,

 

1
8
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4
.

を
、
ウ
イ
リ
ア
ム

•
ス
ベ
ン
ス

「
W
i
l
l
i
a
m

 

S
p
e
n
c
e
)

は 

H
h
e

 

O
bs
erva

tion
s 

against 

t
h
e
n
o
r
n

 

Bill r
e
fu
ted; 

a
n
d

 
the 

M
e
c
s
s
i
t
y

 

o
f 

t
h
i
s
s
s
s
u
r
e
,

 

to 

the 

vital 

Interests 

of 

e
v
e
ry 

Class 

of 

the 

C
o
m
m
u
n
i
t
y
,

 

d
e
m
o
n
s
t
r
a
t
e
d
,
1
8
1
5
.

を
、

ウ 

イ
リ
ア
ム
•
ジ
 

H 
1

力
ァ
ブ 

f w
i
l
l
i
a
^
J
a
c
o
b
)

は 

considerations 

o
n

 

the 

Protection 

r
e
q
u
i
r
e
d

cr
y Britis

crAgriculture, 

anil 

o
n

 

the 

I
n
A
u
e
n
c
e

 

of 

the 

Price 

of 

C
o
r
n

 

o
n

 

export
abl

e 

Productions, 

1
8
1
4
;

 

A

 

Let.ter 

to 

S
a
m
u
e
l

 

W
h
i
t
b
r
e
a
d
,

 

Esq., 

M
.

 

F
,
1
8
1
5
.

並
び
に 

A
n

 

In
quiry 

into 

the 

c
a
s
e
s

 

of 

agricultural 

Distress. 

1
8
1
6

•
を
、旣
に

一
千
七
百
九
十
一
年 

に
於
い
て 

Observat
ions 

o
n

 

the 

C
o
m

 

Bill 

n
o
w

 

d
e
p
e
n
d
i
n
g

S-p
a
r
l
i
a
m
e
n
t
.

を
著
せ
る
シ
ヱ

フ
イ
ル
ド

伯

(
J
o
h
n

 

B
a
k
e
r

 

K
o
l
r
o
y
d

 

Sheffield, 

K
a
r
l

 

of 
ン
は
今
又

、A
r
e
t
t
e
r

 

o
n

 

the 

C
o
r
n

 

L
a
w
s
,

 

a
n
d

 

o
n

 

that 

M
s
n
s

 

of 

obviating 

S
Q M

is
chiefs 

a
n
d

 

Distress, 

w
h
i
c
h

 

are 

rapidly 

increasing, 

1
8
1
5
.

へ2n
d

 

ep-
,
 

1
8
1
5
0

を
、
而
し
て
ホ

1

ル(
G
e
o
.

 

W
e
b
b

 

K
a
i
l
)

は 

L
e
t


ters 

o
n

 

the 

I
m
p
o
r
t
a
n
c
e

 

of 

e
n
c
o
u
r
a
g
i
n
g

 

the 

G
r
o
w
t
h

 

of 

C
o
r
n

 

a
n
d

 

W
o
o
l

 

in 

the 

U
n
i
t
e
d

 

s
n
g
d
o
m
,

 

1
8
1
5

•を
公
に

し
、

反
對
者(

純
然
た
る
自
由
貿
易
論
者
並
び
に
單
に
現
行
法
規
の

變
更
に
反
對
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
者)

側
で
は
、
デ
®
1
デ• 

ズ
の 

演

說

(
T
h
®

 

S
p
e
e
c
h

 

of 

th 
作 R

i
g
h
t

K
o
?
 

G
e
o
r
g
e

 

in 

the 

H
o
u
s
e

 

o
f
n
o
m
m
o
n
s
,

 

o
n

2
鉍 y 

5th, 

1
8
1
4
, 

o
n

 the C
o
r
n

 

L
a
w
s
,

 

1
00
1
4
.
の
外
、

ブ
ロ 
ー
ダ

ー

ス

ト(

J
_wr

o
a
d
h
u
r
s
t

 
ン

の

寅

說

要

領(
s
u
b
s
t
a
n
c
e

 

o
f

 

a 

S
p
e
e
d
i

 

A
g
a
i
n
s
t

 

the 

P
r
o
p
o
s
e
d

 

Alteration 

o
f 

ttr
en

o
r
n

 

L
a
w
s
,

 

I
n
t
e
nd
e
d 

to liave 

b
e
e
n

 

S
p
o
k
e
n

 in 

the 

H
o
u
s
e

 

o
f 

C
o
m
m
o
n
s

 

o
n

 J
u
n
e

 

6 th, 

1
8
1-u
o
、
ジ 

■
ン

•
ネ
1

ス
ミ
ス

(
J
&
n

 

M
a
i
s

 
日 i

t
h
)

の

>
CJI

nq
u
ir
y 

concerning* 

the 

Pro
pri

ety 

o
f 

I
n
c
r
e
a
s
i
n
g

?
«!JSPJOrt 

D
u
t
y

 

o
n 

F
o
r
e
i
g
n

 

C
o
r
n
,
1
8
1

ナ

匿

名

氏

の

>
o I

nq
u
ir
y 

into 

the 

Policy, 

Efficiency 
岂

P-Consistency 

o
f 

the 

Alterations in 

O
u
r

古
飯
經
濟
睿
解
題 
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C
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古
版
經
濟
書
解
題
 

1

六

四

C
!

五
六0

>

C
o
r
n

 
L
a
w
s
;

 

in .a 

Letter 

to-sir 

H
e
n
r
y

 

Parnell, 

B
a
r
r

»-
»
oo
ニ

.
 

ロ
バ
1

ト

•
ト
1

レ
ン
ズ

(
R
o
b
e
r
t

 

T
o
r
r
e
n
s
)

の

>
3 

M
s
s
a
y

 

o
n

 
ttie 

external 

C
o
r
n

 

T
r
a
d
e

 ; 

containing 

a
n

 .Inquiry 

into 

tll

a)
旳 
3

a)
>-
l
pt—
*principles 

of 

that ： 

i
m
p
o
r
t
a
n
t

tdranch 

of 

Traffic, 

1
8
1
5
.

ジ
ョ
ン

•
プ
リ
ン
ス

•
ス

ミ

ス

へ
—t
o
h
n Prince 

s
m
i
t
h
)

の

>
3 A

r
g
u
m
e
n
t

P3
P-snstitutional 

A
d
v
i
c
e

 

for 

the 

Petitioners 

against 

the 

C
o
r
n

 

Bill, 

1
8
1
5
.

ジ 

H
I
•
デ
ィ
•
ヒ
aL
l
ム

('Tames 

D
e
a
c
o
n

 

H
u
m
e
)

の

H
cr
o
u
g
h
t
s

 

o
n

 

the 

n
orn 

L
a
w
s
,

 

as 

connected 

w
i5

A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
,
n
o
m
m
e
r
c
e

 

a
n
d

 

Finance, 

1
8
1
5
.

及
び 
ロ
バ
1

ト
•
ウ
ィ
ル
ソ
ン(Robert: 

W
i
l
s
o
n
)

の S
A
n

 

E
n
q
u
i
r
y

 

into 
the 

C
a
u
s
e
s

 

of 

t
h
e

tr
^ -
げ Prices 

of 

C
o
r
n

 

a
n
d

 

L
a
b
o
u
r
, 

1
8
1
5
.

等
が
あ
つ
た
。
而
し
て
リ
カ 

1

ド
才 Q. 

A
n
M
s
s
a
v

 

o
n 

tlie 

Influence 

of 

a

 

l
o
w

 

Price 

of 

C
o
r
n

 

o
n

 

the 

Profits 

of 

S
t
o
c
k

 ; 

s
h
e
w
i
n
g

 

the 

I
n
e
x
p
e
d
i
e
n
c
y

 

of Restrictions 

o
n

 

I
3
p
o
r
t
a
t
i
o
n
“ 

w
i
t
h

 
r
e
m
a
r
k
s

 

On'-Mr. 

M.althus* 

t
w
o

 

last 

Publications, 

1
8
1
5
.

 

(
2
n
d

 

ed., 

100
1
5
0 

は
其
の
最
も
有
力
な
る
も
の
i1

つ
に
數
へ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

三

マ
ル
サ
ス
は
、
其
の『

員
^
及
び一

般
國
富
に
對
す
る
穀
法
及
び
穀
價
騰
落
の
影
響
に
關
す
る
考
察』

中
に
在
っ
て
、
大
體
に
於
い 

.て
他
の
ぁ
ら
ゆ
る
歐
洲
諸
國
と
比
較
せ
ら
れ
た
る
大
不
列
顚
に
於
け
る
工
業
人
口
の
現
在
の
蓄
積
、
構
圍
に
伴
へ
る
費
用
、
勞
働
の
價 

格
並
び
に
租
稅
の
重
壓
を
思
は
^
、：
此
の
國
が
自
然
に(

即
ち
最
も
完
全
な
る
輸
出
入
の
自
由
を
想
定
し
て)

穀
物
の
獨
立
の
供
給
を 

得
る
こ
.と
は
極
め
て
難
事
で
あ
る
と
觀
た
。(observations, 

op. 

c
i
r3r

d

 

ep*
,
 

1
8
1
5
,

 

p. 

22. )

o
獨
立
の
供
給
が
自
然
に
起
ら
な 

い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
果
し
て
眞
に
欲
ま
し
い
事
で
あ
り
、
立
法
部
の
干
渉
を
正
當
視
す
可
き
も
の
で
あ
る
か
。
經
濟
學
の
一
般
原 

理
は
、
吾
人
の
貨
物
の
總
べ
て
を
吾
人
が
最
も
倥
廉
に
是
れ
等
の
も
の
を
取
得
し
得
る
所
に
於
い
て
購
入
す
可
き
こ
と
を
吾
人
に
敎
へ 

る
。
而
も(

一
)

外
國
穀
物
の
供
給
に
依
賴
す
る
の
危
險(

ニ)

工
業
人
口
の
過
度
の
割
合
は
國
民
の
安
寧
幸
福
に
取
つ
て
喜
ぶ
可
き
も

の
に
非
ざ
る
の
觀
あ
る
こ
と
、
0
ー0

貴
金
屬
の
僂
値
比
較
的
に
®
き
こ
と
、
即
ち
穀
物
及
び
勞
働
の
名
目
價
格
高
き
こ
と
は
寧
ろ
商
工 

業
を
抑
制
す
る
の
傾
向
あ
る
も
、
而
も
其
の
結
果
は
勞
働
の
賃
銀
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
に
取
っ
て
永
久
に
有
利
な
る
も
の
で
あ
る
が
、 

自
國
の
港
を
開
放
す
る
は
斯
く
の
如
き
利
益
を
喪
失
せ
し
む
可
き
こ
と
*
並
び
に(

四)

旣
に
確
立
せ
ら
れ
た
る
制
度
及
び
其
の
他
の 

協
力
原
因
に
由
っ
て
、
穀
物
の
價
格
が
自
餘
の
歐
洲
諸
國
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
っ
i
あ
る
場
合
に
、
之
れ
を
著
し
く
、
且
っ
急
激
に
低 

下
せ
し
む
る
の
危
險
を
思
は
^
、
農
業
を
抑
制
す
る
は
不
得
策
で
あ
る
と
稱
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。(

さ
5;
., pp. 

23, 

2
7
-
3
6
0
0

 

然
ら
ば
"
如
何
な
る
範
園
ま
で
、
又
、
如
何
な
る
犠
牲
に
よ
っ
て
、
外
國
穀
物
の
輸
入
に
對
す
る
制
限
は
斯
く
の
如
き
目
的
を
達
成
す 

可
き
で
あ
る
か
。

マ
ル
サ
ス
は
常
に
外
國
穀
物
の
輸
入
制
限
に
附
隨
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
害
惡
を
以
っ
て
パ
ー)

所
要
の
穀
物
量
を
得
る 

が
爲
め
に
必
要
な
る
よ
り
も
大
な
る
資
本
の
定
量
を
使
用
す
る
に
由
る
國
民
的
資
源
の
一
定
の
浪
費
、C
I)

穀
物
及
び
勞
働
の
價
格
比 

較
的
高
く
"
銀
の
價
値
®
き
が
爲
め
に
生
ぜ
し
め
ら
る
、
あ
ら
ゆ
る
對
外
的
商
業
取
引
に
於
け
る
相
對
的
不
利
益
バ
三)

穀
物
の
夥
多 

に
對
す
る
抑
制
に
由
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
る
i
人
口
に
對
す
る
一
定
の
抑
制
、
並
び
に(

四)

殆
ん
ど
總
べ
て
の
人
爲
的
制
度
に
附
隨
す 

る
不
斷
の
檢
査
及
び
干
渉
の
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
。(ibid., 

pp. 

3
6
-
3
7
0
0

 

而
し
て
彼
れ
は
、
此
の
問
題
が
當
然
愼
重
を
要
求
す
る
が
爲
め
ば
か
り
で
な
く
、
其
れ
以
上
に
現
在
の
通
貨
狀
態
が
不
確
定
な
る
が 

爲
め
に
、
特
に
、
あ
ら
ゆ
る
決
定
的
規
制
を
遷
延
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
然
し
な
が
ら
現
行
法
を
し
て
更
ら
に
有
效
な
ら 

し
む
る
が
爲
め
に「

即
時」

、之
れ
が
改
正
に
向
つ
て
進
ま
ん
こ
と
を
決
意
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、一

時
的
並
び
に
永
久 

的
方
策
と
し
て
、
外
國
穀
物
の
上
に
禁
jh
稅
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
な
く
、
保
護
税
と
し
て
、
同
時
に
又
有
利
な
る
租
税
と
し
て
作
用 

す
可
き
不
變
的
關
稅
の
形
態
を
這
般
の
制
限
に
賦
與
す
る
に
於
い
て
顯
然
た
る|

定
の
利
益
が
存
す
可
き
で
あ
る
と
做
し
た
。
而
し
て 

彼
れ
以
爲
ら
く
、
過
剩
に
よ
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
る
i
こ
と
あ
る
可
き
大
暴
落
を
抑
制
し
、
而
も
通
計
的
餘
剩
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
な
か 

古
旗
經
濟
睿
解
題 

1

六

五

(

1
五
六
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古
版
鋰
濟
書
解
題 

一

六

六

C
1

五
六
ニ〕

ら
ん
が
爲
め
に
舊
獎
勵
金
は
持
續
せ
ら
る
、
を
得
可
き
も
の
で
あ
る
と
。(ibid., 

p. 

4
6
0
0

マ
ル
サ
ス
は
此
の1

千
八
百
十
四
年
の
小
冊
子
に
於
い
て
は•

最
も
嚴
：止
な
る
不
偏
の
態
度
を
以
っ
て
、
此
の
問
題
の
雨
側
を
觀
ん 

こ
と
を
期
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
翌
年
の
著『

外
國
穀
物
の
輸
入
を
制
限
す
る
の
政
策
に
關
す
る
一
意
見
の
基
礎』

に
至
つ
て
は
、
 

前
年
の
甚
し
く
寡
少
な
る
收
獲
と
結
合
せ
る
現
在
の
急
激
な
る
原
產
物
の
價
格
下
落
か
ら
生
じ
っ
、
あ
る
巨
大
な
る
損
失
の
歷
然
た
る 

證
左
は
、
最
早
彼
れ
を
し
て
農
業
階
級
の
現
實
の
胡
厄
を
疑
ふ
の
餘
地
な
か
ら
し
め
-
而
し
て
制
限
の
制
度
に
依
っ
て
救
濟
せ
ら
る
X 

こ
と
を
得
る
直
接
の
害
惡
が
決
し
て
些
細
な
る
程
度
の
も
の
に
非
ざ
る
の
事
實
を
彼
れ
に
示
し
た
と
述
べ
て
ゐ
る
。

(
Grounds, 

op. 

c
i
r
?VI
し
。
彼
れ
が
前
著
に
於
い
て
、
外
國
穀
物
の
輸
入
せ
ら
れ
得
可
き
價
格
に
關
し
て
決
定
的
規
制
に
到
達
す
る
を
幾
分
躊
躇
せ 

し
め
た
一
理
由
は
、
極
め
て
不
確
定
な
る
此
の
國
の
通
貨
狀
態
で
あ
っ
た
が
、
' 前
年
中
に
於
け
る
英
國
の
爲
替
狀
態
と
地
金
の
價
格
下 

落
と
は
最
早
斯
く
の
如
き
遷
延
を
し
て
其
の
要
な
か
ら
し
め
た
o
o
b
i
p-
,
 

p
.

00
.
 )

o
然
し
な
が
ら
、

外
國
穀
物
の
供
給
に
依
賴
す
可
ら 

ざ
る
最
も
重
要
な
る
理
由
は
、
大
農
業
國
た
る
隣
邦
佛
蘭
西
が
前
年
、

一
ク
ォ
ー
タ
ー
に
就
き
凡
そ
四
十
九
志
に
達
す
る
迄
は
穀
物
の 

輸
出
を
自
由
な
ら
し
め
、
而
し
て
之
れ
に
達
し
た
る
後
は
全
然
其
の
輸
出
を
禁
ず
る
の
法
律
を
通
過
せ
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。(ibid., 

pp. 

1
1
-
1
2
0
0

次
い
で
マ
ル
サ
ス
は
、
自
國
の
諸
港
を
外
國
穀
物
に
對
し
て
開
く
に
由
っ
て
、
種
々
な
る
社
會
階
級
の
蒙
る
可
き
影
響 

を
檢
討
し
て
、
人
民
、
而
し
て
特
に
其
の
國
の
勤
勉
な
る
階
級
の
最
大
な
る
集
圑
が
斯
く
の
如
き
方
策
に
ょ
っ
て
利
益
を
受
く
る
ょ
り 

も
、
損
害
を
蒙
る
こ
と
多
か
る
可
き
こ
と
を
論
斷
し
た
。(ibid., 

pp. 
2
9
-
4
2
.)。

マ
ル
サ
ス
は
前
記『

考
察』

出
版
後
、『

装
礎』

出
版
の
前
に
於
い
て『
地
代
の
本
質
並
び
に
增
進
の
硏
究』

(
A
n

 

Inquiry 

into 

the 

M
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

P
rogress 

of 

Rent, 

a
n
d

 

the 

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

cr
y w

h
i
c
h

 

it 
is 

regulated, 

1
8
1
5
.
)

を
公
に
し
た
。

此
ハ
書
ま「

政

治
的
小
冊
子
た
る
よ
り
も
寧
ろ
經
濟
書
で
あ
り」

、
彼
れ
の『

經
濟
原
論J

の「

初
穂」

で
あ
つ
たo

(
B
o
n
a
r
,

 

M
a
l
t
h
n
s

 

a
n
d

 

his 

W
o
r
k
,

1924, 

pp. 

227, 

2
2
9
0
。

本
書
は
彼
れ
の
地
代
說
が
詳
細
に
說
明
せ
ら
れ
っ
i
あ
る
點
に
於
い
て
特
に
注
意
せ
ら
る
可
き
も
の
で 

あ
る
。
洵
に
英
國
に
於
け
る
地
代
說
の
最
初
の
明
晰
な
る
解
釋
者
と
看
做
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
マ
ル
サ
ス
で
あ
る
。

n

rE
m
a
n
u
e
l

 
Leser, 

R.obert 

M
a
l
t
h
u
s

 

als 

E
n
t
d
e
c
k
e
r

 

der 

m
o
d
e
r
n
e
n

 

Grundrententheorie, 

1
8
8
1
.

レ
1

ザ

—

は

又

、

ル

ョ

ー

•
ブ

レ
ン

タ
- 

ノ 

(
L
u
i
o

 

B
r
e
n
t
a
n
o

ン
と
の
共
編 

s
a
m
m
l
s
l
g

 

ilterer 

u
n
d

 

neuerer 

staatswissenschaftlicher 

Schriften 

d
s I

n
-
u
u
d

 

A
u
s
-

 

landes, 

18!}3.97_ 

0
第

】

ハ
禮
と
し
て 

D
r
e
i

 

Schriften 

iiber 

G
e
t
r
e
i
d
s

o:lle 

aus 

d
e
n

 

J
a
h
r
s

 

1
8
1
4

 

u
n
d

 

1815, 

v
o
n

 

R
o
b
e
r
t

 

Malthus, 

1
00
9
6
.の
題
下
に
前
記
の
三
著
を
獨
譯
刊
行
し
て
ゐ
る)

o
彼
れ
が
初
め
て
斯
學
說
を
體
得
し
た
の
は
其
の『

人
口
論』

第 

三
版
に
於
い
て
^
あ
っ
た
。
彼
れ
は
其
の
第
二
版
に
於
い
て
は「

穀
物
の
輸
出
に
對
す
る

獎
勵
金
に
就
い
て」

論
ず
る
に
當
り
、「

不
列 

顚
の
穀
物
の
價
格
に
於
け
る
主
成
分
の
一
は

土
地
の
高
地
代
で
あ
る」

と
做
し
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
-(A

n

 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

p
r
i
n


ciple 

of 

Population, 

1
8
0
3
, p. 

4
6
0
;

 

c

ribid., 

p. 

4
40
.

)

、

而
も

斯
く
の
如
き
箇
所
は
一

千
八
百
〇
六
年
の
第
三
版
並
び
に
一 

千
八
百
〇
七
年
の
第
叫
版
に
於
い
て
省
か
れ
、
而
し
て「

一
般
に
、
地
代
を
決
定
す
る
も
の
は
價
格
で
あ
つ
て
、
價
格
を
決
定
す
る
も 

の
は
地
代
に
非
ざ
る
が
故
に
、
土
地
が
穀
物
の
外
、
何
等
他
の
産
物
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
其
の
所
有
者
等
は
|£
確 

に
減
少
せ
る
需
要
並
び
に
減
少
せ
る
價
格
に
準
じ
て
彼
れ
等
の
地
代
を
®
減
す
る
こ
と
を
絕
對
に
餘
儀
な
く
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
、
然 

し
な
が
ら
、
牧
場
の
產
物
に
對
す
る
需
要
が
頗
る
大
で
あ
り
、
且
つ
日
々
增
加
し
っ
、
あ
る1

國
に
於
い
て
は
、
土
地
の
地
代
は
全
然 

穀
物
の
債
格
に
ょ
つ
て
決
定
せ
ら
る
X
こ
と
な
か
る
可
く
、
而
し
て
そ
は
穀
物
の
價
格
に
於
け
る
下
落
と
共
に
下
落
す
可
き
も
、
而
も 

之
れ
に
準
じ
て
下
落
す
る
こ
と
な
か
る
可
き
で
あ
る」

と

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
o
ocr
H:
- e

d
.
1
S
6
,

 

v
o
l
.
I
I
,

7

2
6
6
;

 

e
d
.
1
8
0
7
, 

vol. 

II, 

p. 

1
9
0
0
0

而
も
彼
れ
が
其
の
地
代
說
を
明
瞭
に
表
明
し
た
の
は
前
揭『

地
代
の
本
質
並
び
に
增
進
の
硏
究』

中
に
於
い
て
r
あ
る 

が
、
吾
人
は
拙
著『

經
濟
學
史』

中
に
於
い
て
稍
や
詳
細
に
之
れ
を
紹
介
せ
る
が
故
に
*
爰
に
は
之
れ
を
反
復
す
る

こ
と
を
避
け
る
。

古
版
經
濟
書
解
題 

一

六

七

2

五
六
三)



古
版
經
濟
書
解
題 

1

六

八

(
1

五
六
四
：

> 

(

昭
和
姐
年
版
同
書一

五
四
丨
八
頁
參
照)

。

>

ル
サ
ス
は
、
地
代
の
騰
貴
が
公
共
の
利
益
に
取
っ
て
有
利
で
あ
っ
て•

そ
は
單
に一

階
級
よ
り
他
の
階
級
に
收
入
を
譲
渡
す
る
に 

過
ぎ
ざ
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
立
證
せ
ん
と
し
た
。
而
し
て
彼
れ
は
之
れ
を
論
證
せ
ん
と
試
む
る
に
際
し
て
偶
々
、『

人
口
論』

再
版 

改
訂
の
當
時
か
ら
彼
れ
の
腦
裡
に
宿
っ
て
居
っ
た
其
の
地
代
論
を
展
開
せ
し
め
た
觀
が
あ
る
。
地
代
の
增
加
は
他
の
階
級
か
ら
來
る
も 

o'
で
は
な
く
し
て
、
國
民
の
收
入
に
對
す
る
附
加
で
あ
る
。
人
類
最
初
の
狀
態
に
於
い
て
は
、
凡
そ
如
何
な
る
土
地
と
雖
も
其
の
耕
作 

者
に
對
し
て
單
な
る
生
存
を
與
ふ
る
こ
と
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
人
類
は
最
初
最
良
地
を
耕
作
し
、
若
し
く
は
巨
額
の
資
本
を
使
用
す 

る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
大
地
は
知
識
と
練
達
と
資
本
と
を
有
す
る
こ
と
尠
少
な
る
者
に
對
し
て
更
ら
に
多
く
を
與
ふ
る
こ
と
を
得
な 

か
っ
た
が
爲
め
に
、
利
潤
率
及
び
賃
銀
率
は
勢
ひ
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
而
し
て
人
口
の
增
加
は
食
料
の
供
給
を
增
加
す
る 

の
不
可
能
に
由
っ
て
抑
制
せ
ら
れ
た
。
纏
が
て
、
種
穀
及
び
農
具
の
改
良
と
共
に
最
良
地
の
産
物
は
其
の
上
に
使
用
せ
ら
れ
た
勞
働
を 

支
持
す
る
に
要
せ
ら
る
、
高
以
上
に
增
加
し
た
。
斯
く
し
て
地
代
は
其
の
發
生
を
見
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
地
代
の
高
が
勞
働 

者
等
の
收
入
か
ら
控
除
せ
ら
れ
た
と
觀
る
は
誤
り
で
あ
ら
ぅ
。
そ
は
食
料
の
生
產
に
於
け
る
改
良
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
產
物
の 

增
加
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
總
べ
て
這
般
の
改
良
と
共
に
、
食
料
の
慣
格
が
下
落
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
土
地
の
地
代 

は
騰
貴
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
人
口
過
多
た
ら
ん
と
す
る
强
い
傾
向
が
賃
銀
を
し
て
長
く
最
少
限
を
維
持
せ
し
む
る
限
り
、
食 

料
の
價
格
は
下
落
す
る
^
得
な
い
。
生
産
力
が
增
加
す
る
每
に
、
更
ら
に
高
き
利
潤
率
及
び
賃
銀
率
の
可
能
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、 

而
も
人
口
過
多
た
ら
ん
と
す
る
傾
向
は
極
め
て
强
大
で
あ
っ
て
、
生
産
力
の
增
加
は
恒
に
可
能
な
る
人
口
增
加
に
追
ひ
越
さ
れ
っ
、
あ 

る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
賃
銀
及
び
利
潤
は
依
然
と
し
て
最
少
限
に
於
い
て
存
し
、
而
し
て
生
産
力
の
增
加
よ
り
生
ず
る
總
べ
て
の
利
得 

は
地
代
と
し
て
土
地
の
所
有
者
に
赴
く
の
で
あ
る
。
地
代
が
騰
貴
し
た
な
ら
ば
、
生
産
力
が
增
加
し
た
こ
と
を
知
る
可
き
で
あ
る
。
斯

く
て
地
代
の
騰
貴
は
直
接
に
農
業
の
改
良
に
隨
伴
す
る
。
マ
ル
サ
ス
.
©見
解
は
正
當
で
あ
り
、
彼
れ
の
論
證
は
明
確
な
る
の
觀
が
あ
る
。 

然
る
に
彼
れ
の
反
對
者
笠
は
マ
ル
サ
ス
の
前
提
に
極
め
て
僅
か
の
變
更
を
加
へ
、——

更
ら
に
適
切
に
言
へ
ば
、
人
類
の
歷
史
的
發
達 

を
看
過
し
て
、
マ
ル
サ
ス
の
其
れ
よ
o
も
更
ら
に
單
純
に
し
て
、
更
ら
に
よ
く
時
代
の
傾
向
と
調
和
せ
る
の
觀
あ
る
推
理
の
連
系
を
引 

き
出
し
た
の
で
あ
る
。

四

リ
カ
ー
ド
オ
は
夙
に
一
千
八
百
十
四
年
の
初
め
か
ら
マ
ル
サ
ス
と
、
資
本
及
び
利
子
に
對
す
る
農
業
の
關
係
を
論
じ
て
居
つ
た
。(

ッ 

ラ
ワr-

宛
一
千
八
百
十
四
年
三
月
八
日
附
リ
カ
ー
ド
オ
の
書
翰
參
照
。

Letters 

of 

D
a
v
i
d

 

R
icardo 

t
o
K
u
t
c
h
s

 

T
r
o
w
e
r

 

a
u
d

 

others 

1
8
1
1
-
1

0023, 

ed., b
y

 J
a
m
s

 

B
o
n
a
r

 

a
n
d

 J. 

H
.

 

Hollander, 

1899, 

pp. 4
-
6
.}。

而
し
て
彼
れ
は
同
年
六
月一 

一
十
六
日
,̂ 

マ
ル
サ
ス
宛
書
翰
に
於
い
て「

輸
入
國
に
於
け
る
穀
物
の
輸
入
に
對
す
る
制
限
が
利
潤
を
抵
下
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
と
云
ふ
も
の
以 

上
に
余
を
信
服
せ
し
む
る
經
濟
學
に
於
け
る
如
何
な
る
命
題
も
斷
じ
て
#
す
る
こ
と
が
な
い」

と
稱
し
て
ゐ
た
。(Letters of 

D
a
v
i
d

 

Hicardo t

°.T
h
o
m
a
s

 

H
o
b
e
r
t
s
a
l
t
h
u
s

 

1810
-
1
8
2
3
, 

e
d
.

cr
y J

a
m
e
s

 

Bonar, 

100
8
7
,7

35. )

o 

而
し
て
彼
れ
は
マ
ル
サ
ス
の 

Inquiry 

into 

the 

N
a
t
u
r
e

 a
n
d 

p
r
o
g
s
s
s

 

of 

R
e
n
t
.

並
び
に 

G
r
o
u
n
d
s

 

of 

an 

O
p
i
n
i
o
n
.

出
版
後
に
至
つ
て
、
主
と
し
て
彼 

れ
に
よ
つ
て
表
明
せ
ら
れ
た
地
代
說
の
上
に
自
己
の
主
張
を
基
か
し
め
な
が
ら
、
彼
れ
は
マ
ル
サ
ス
の
如
く
、
自
國
食
料
の
大
部
分
を 

外
國
の
供
給
に
依
賴
す
る
の
危
險
を
以
つ
て
畏
怖
す
可
き
、も
の
と
見
、
大
體
に
於
い
て
•
輸
入
を
制
限
す
る
を
以
つ
て
賢
明
な
り
と
考 

ふ
る
こ
と
な
く
、
穀
物
の
低
廉
な
る
價
格
の
利
益
を
更
ら
に
高
く
評
價
し
て
、
別
箇
の
結
論
に
到
達
し
た
。
彼
れ
は
一
千
八
百
十
五
年 

二
月
某
日
の
マ
ル
サ
ス
宛
書
翰
中
に
於
い
て
•
後
者
の『

硏
究』

を

批
評
し
、
更
ら
に
同
年
同
月
十
日
附
の
書
翰
を
以
つ
て
、

土
曜
日
.
 

の
夕
刻
、
彼
れ
の
反
對
論
を一

層
遺
憾
な
く
表
明
せ
る
論
稿
を
携
へ
て
彼
れ
を
訪
問
す
可
き
旨
を
記
し
て
ゐ
る
が
、(ibid., 

pp. 

500
- 

古
版
經
濟
書
解
題 

1

六

九

(
1

五
六
五〕



古
版
經
濟
書
解
題 

1
七
0 

(
1

五
六
六)

6
0
0
、
嘛
が
て
此
の
論
稿
は
>

3 

E
s
s
a
y

 

o
n

 

the 

J
n
A
L
U
e
n
s

 
0

H1
p 

一？
< 
P
2 .
S 
of C

o
r
n

 

o
n

 

the 

p
s
e
s 

O
HHS

t
o
c
k
;

 

s
h
e
w
i
n
g

 

the 

I
n
ex
p
e
d
i
e
n
c
y 

of R.est:rictions 

o
p I

mp
orta

tion
: w

i
t
h

 

H
e
m
a
r
k
s

 

o
n

s
r 
丨 M

a
l
t
hu
s
* 

i:w o

lasrt
-
p
^
SI
fi
'
p
rt
.ons, 

I
0O
1
5
.
と 

題
し
て
同
じ
き

年
に
出
版
せ
ら
れ
た
。(ibid., 

i
n
t
r
o
d
l
i
o
n
o
o

リ
ヵ
ー
ド
オ
は
完
全
な
る
穀
物
の
自
由
貿
易
が
啻
だ
に
全
體
と
し
て 

の
國
家
に
取
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
地
主
を
除
き
、
總
べ
て
の
階
級
に
取
っ
て
も
亦
、
有
利
な
り
と
做
す
の
立
場
に
立
っ
た
。

リ
ヵ
ー
ド
オ
は
此
の
*=
!
.資
本
の
利
潤
に
及
ぼ
す
低
廉
な
ろ
穀
物
の
價
格
の
影
響
に
關
す
る
一
論』

に
於
い
て
，
卷
頭
先
づ
、
前
記
マ 

ル
サ
ス
の『

研
究』

中
に
於
け
る「

土
地
の
地
代
は
其
の
當
時
に
於
け
る
農
業
資
本
の
通
常
且
っ
普
通
の
利
潤
率
に
從
っ
て
見
積
ら
れ 

た
る
、
使
用
せ
ら
れ
た
資
本
の
利
潤
を
も
含
め
て
"
凡
そ
如
何
な
る
種
類
た
る
と
を
問
は
ず
、
其
の
耕
作
に
關
聯
せ
る
總
ベ
て
の
費
甩 

が
支
拂
は
れ
た
る
後
、其
土
地
の
所
有
者
に
殘
存
ず
る
全
收
益
の
價
値
の
部
分
で
あ
る
と
定
義
せ
ら
れ
得
可
き
も
の
で
あ
る」

と
做
す
の 

言
を
揭
げ
て
其
の
筆
を
起
し
た
o (

o
n

?
e I

n
a
u
s
c
e

 

&c, 

2
n
d

 

ed., 

I
S
I
S

 
7 
3

0

0
是
に
於
い
て
乎
、
農
業
資
本
の
通
常
巨
っ
普
通 

<D
利
潤
率
並
び
に
土
地
の
耕
作
に
附
隨
し
っ
、
あ
る
總
べ
て
の
出
費
が
合
せ
て
全
產
物
の
價
値
に
等
し
き
時
に
は
常
に
何
等
の
地
代
も 

存
し
得
な
い
。
而
し
て
全
産
物
が
值
値
に
於
い
て
單
に
耕
作
に
必
要
な
る
諸
出
費
に
等
し
き
に
過
ぎ
な
い
時
は
，
地
代
も
利
潤
も
孰
れ 

も
存
し
得
な
い
。
豎
沃
な
る
土
地
に
富
め
る
一
國
が
初
め
て
定
住
せ
ら
れ
た
際
に
、
其
の
土
地
の
上
に
或
る
個
人
に
ょ
っ
て
使
用
せ
ら 

れ
た
資
本
が
小
麥
の
二
百
ク
オ
ー

タ

ーの
價
値
を
有
す
る
も
の
で
あ

り

、而
し
て
其
の
一
半
が
建
物
、
用
具
等
の
如
き
固
定
資
本
、
又
、
 

他
の
一
半
が
流
動
資
本
か
ら
成
る
と
し
た
な
ら
ば
、I

固
定
及
び
流
動
資
本
を
償
へ
る
後
、
淺
存
し
っ
V
あ
る
產
物
の
價
値
が
小
麥 

の
一
百
ク
オ
ー
タ
ー
、
若
し
く
は

小
麥
の
一
百
ク
オ
ー
タ
ー
と
等
し
き
價
値
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
*
資
本
の
所
有
者
に
對
す 

る
正
味
の
利
潤
は
茳
割
、
即
ち
二
百
の
資
本
に
對
す
る一

百
の
利
潤
で
あ
る
可
き
で
あ
るo

o
b
i
f

 

p. 

4
0
0

這
般
の
社
會
狀
態
に
於
い 

て
は
、
斯
く
の
如
き
；li
t
會
階
段
に
普
通
な
る
幼
稚
な
る
製
造
業
、
若
し
く
は
原
產
物
に
代
へ
て
所
要
の
貨
物
を
取
得
す
る
の
手
段
と
し

て
^
對
外
商
業
の
孰
れ
か
に
使
甩
せ
ら
る
、
あ
ら
ゆ
る
他
の
資
本
に
對
す
る
利
潤
も
亦
、
五
割
な
る
可
き
で
あ
る
。
若
し
商
工
業
に
使 

,用
せ
ら
れ
た
資
本
に
對
す
る
利
潤
が
五
割
以
上
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
資
木
は
商
工
業
に
使
用
せ
ら
る
i
が
爲
め
に
土
地
か
ら
撤
去
せ
ら 

れ
た
で
あ
ら
ぅ
し
、
若
し
又
、
是
れ
等
の
も
の
が
之
れ
よ
り
も
以
下
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
資
本
は
商
工
業
か
ら
農
業
に
拉
し
去
ら
れ
た 

で
あ
ら
う
。n

b
i

p-, 

1PP. 

6-7.

最
初
の
定
住
者
の
間
近
に
於
け
る
沃
土
の
總
べ
て
が
耕
作
せ
ら
れ
た
後
、
資
本
及
び
人
口
が
增
加
し
た
な
ら
ば
、
更
ら
に
多
く
の
食 

料
が
要
求
せ
ら
る
可
く
、
而
し
て
そ
は
唯
り
さ
ま
で
有
利
な
る
地
位
に
置
か
る
X
こ
と
の
な
い
土
地
か
ら
取
得
せ
ら
る
、
を
得
可
き
で 

あ
る
。
其
の
際
に
其
の
土
地
が
笠
し
く
豐
沃
な
る
も
の
と
假
定
し
、
產
物
を
其
の
產
出
せ
ら
れ
た
場
所
か
ら
消
費
せ
ら
る
可
き
場
所
に 

運
*

4

が
爲
め
に
更
ら
に
多
く
の
勞
働
者
、
馬
等
を
使
用
す
る
の
必
要
は
、
縱
令
ひ
何
等
の
變
化
も
勞
働
の
賃
銀
に
生
ず
可
き
で
な
い
と 

し
て
も
、

同
一
の
收
益
を
取
得
す
る
が
爲
め
に
更
ら
に
多
く
の
資
本
が
永
續
的
に
使
用
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
必
要
な
ら
し 

む
可
き
で
あ
る
。
這
般
の
附
加
が
小
麥
十
ク
オ
ー
タ
ー
の
價
値
に
相
當
す
る
も
の
と
假
定
す
る
な
ら
ば
，
舊
地
の
上
に
於
け
る
と
等
し 

き
收
益
を
取
得
す
る
が
爲
め
に
新
地
の
上
に
使
用
せ
ら
る
、
全
資
本
は
二
百
十
な
る
可
く
、
斯
く
て
又
、
資
本
の
利
潤
は
五
割
よ
り
四 

割
三
分
*
即
ち
ニ
百
十
1
對
す
る
九
十
に
下
落
す
可
き
で
あ
る
。
初
め
に
耕
作
せ
ら
れ
た
土
地
の
上
に
於
い
て
は
、
收
益
は
以
前
と
同 

一
、
即
ち
五
割
、
換
言
す
れ
ば
、
小
麥一

百
ク
オ
ー
タ
ー
な
る
可
き
で
あ
る
、
而
も
資
本
の
一
般
利
潤
は
農
業
上
に
於
け
る
最
も
有
利 

な
ら
ざ
る
使
用
に
對
し
て
生
ぜ
し
め
ら
る
、
利
潤
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
る
X
が
故
に
•
此
の
一
百
ク
オ
ー
タ
ー
の
分
割
生
じ
、
四
割
三 

分
、
即
ち
八
十
六
ク
オ
ー
タ
ー
は
資
本
の
利
潤
を
組
成
し
、
而
し
て
七
分
、
即
ち
十
四
ク
オ
ー
タ
ー
は
地
代
を
組
成
す
可
き
で
あ
る
。 

(isd., 

pp. 

7
-00
.、

斯
く
の

如
き
段
階
に
於
い
て
は
、
商
工
業
に
使
用
せ
ら
る

X
總
べ
て
の
資
本
に
於
け
る
利
潤
は
四
割
三
分
に
下
落 

す
可
き
で
あ
る
。
人
口
及
び
富
が
更
ら
に
ー
曆
增
進
し
、
更
ら
に
劣
悪
な
る
品
質
の
土
地
若
し
く
は
更
ら
に
地
位
に
於
い
て
惠
ま
る
i 
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こ
と
の
少
な
い
土
地
が
耕
作
せ
ら
る
X
時
は
、
地
代
は
旣
に
耕
作
せ
ら
れ
た
る
土
地
に
對
し
て
騰
貴
す
可
く
、
而
し
て
正
確
に
同一

の 

程
度
に
於
い
て
利
潤
は
下
落
す
可
き
で
あ
る
、
而
し
て
若
し
利
潤
の
寡
少
が
蓄
積
を
抑
止
し
な
い
な
ら
ば
、
地
代
の
騰
貴
と
利
潤
の
下 

落
と
に
對
し
て
殆
ん
ど
何
等
の
限
界
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
幾
分
の
距
離
を
置
い
て
新
た
な
る
土
地
の
上
に
資
本
を
使
用
す
る
代
り 

に
、
附
加
的
資
本
が
耕
作
せ
ら
れ
た
第
一
の
土
地
の
上
に
使
用
せ
ら
る
、
と
し
た
な
ら
ば
、
結
果
は
之
れ
と
同
様
で
あ
ら
ぅ
。(ibid., 

pp. 

9-10.)

o

是
に
於
い
て
乎
、
地
代
は
總
ベ
て
の
場
合
に
於
い
て
土
地
の
上
に
前
以
っ
て
取
得
せ
ら
れ
た
利
潤
の一

部
で
あ
る
。
そ
は
斷
じ
て
新 

た
な
る
收
入
の
創
造
で
は
な
く
し
て
、
常
に
旣
に
創
造
せ
ら
れ
た
收
入
の
部
分
で
あ
る
。(

彼
れ
は
地
代
に
ょ
っ
て
常
に
土
地
の
原
始
且 

っ
天
賦
の
力
の
使
用
に
對
し
て
地
主
に
與
へ
ら
る
、
報
酬
を
意
味
す
る)

。
o
cr
E:
., p.

15 

a
n
d

 

n
o
o

斯
く
て
地
主
の
利
益
は
常
に
其 

の
社
會
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
他
の
階
級
の
利
益
と
對
立
す
る
こ
と
ゝ
爲
る
。
地
主
は
、
食
料
が
稀
少
且
つ
高
價
な
る
際
ほ
ど
繁
榮
な
る 

こ
と
は
斷
じ
て
な
い
の
で
あ
る
が
、
總
ベ
て
他
の
人
々
は
低
廉
に
食
料
を
取
得
す
る
に
由
っ
て
利
せ
ら
る
\
所
が
大
で
あ
る
。
高
地
代 

<!
:
低
利
潤
と
が
事
物
の
自
然
的
經
過
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
は
決
し
て
不
平
の
種
た
る
可
き
で
な
い
。
是
れ
等
の
も
の
は
富
と
繁 

榮
並
び
に
土
壤
の
沃
度
と
比
較
し
て
夥
多
な
る
人
口
の
最
も
明
瞭
な
る
證
據
で
あ
る
。
資
本
の
一
般
的
利
潤
は
土
地
の
上
に
使
用
せ
ら 

る
、
資
本
の
最
後
の
部
分
の
利
潤
に
全
然
依
存
す
る
、
斯
く
て
縱
令
ひ
、
地
主
等
が
彼
れ
等
の
地
代
の
全
部
を
放
棄
す
可
し
と
し
て
も
" 

彼
れ
等
は
資
本
の
一
般
利
潤
を
引
き
上
ぐ
る
こ
と
も
、
又
消
費
者
に
對
す
る
穀
物
の
價
格
を
引
き
下
ぐ
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
そ 

は
恰
も
マ
ル
サ
ス
の
言
へ
る
が
如
く
、
其
の
地
所
が
現
在
に
於
い
て
地
代
を
支
拂
ひ
っ
、
あ
る
借
地
農
を
し
て
鄕
紳
の
如
く
に
生
活
せ 

し
む
る
以
外
に
、
何
等
の
效
果
を
も
有
せ
ざ
る
可
く
、
而
し
て
彼
れ
等
は
現
在
に
於
い
て
地
主
の
分
前
に
歸
し
っ
、
あ
る
一
般
收
入
の 

部
分
を
使
費
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。(ibid., 

p. 

20.

I

國
民
は
其
の
貨
幣
の
夥
多
な
る
こ
と
、
若
し
く
は
其
の
貨
物
が
高
き
貨
幣
債
値
に
於
い
て
流
通
す
る
こ
と
に
依
つ
て
富
む
の
で
は 

念
く
、
.其
の
慰
安
と
拿
樂
と
に
貢
献
し
つ
、
あ
る
其
の
貨
物
の
夥
多
に
從
っ
て
富
む
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
地
代
及
び
利
潤
を
支
配
す 

る
も
の
と
し
て
茲
に
述
べ
ら
れ
た
原
理
が
正
し
い
な
ら
ば
、1

般
資
本
利
潤
は
唯
り
食
料
の
交
換
價
値
に
於
け
る
下
落
に
由
っ
て
引
き 

±
げ
ら
る
V
も
の
で
あ
り
*
而
し
て
食
料
の
交
換
價
値
下
落
は
唯
り
下
に
掲
ぐ
る
三
原
因
か
ら
生
ず
る
を
得
可
き
も
の
で
あ
る
、
第
二 

，は
、
農
業
者
を
し
て
更
ら
忙
大
な
る
産
物
の
過
剩
を
市
場
に
致
す
を
得
せ
し
む
可
き
勞
働
の
真
實
賃
銀
の
下
落
、
第
二
は
、
，矢
張
り
產 

物
の
，過
剩
を
增
加
す
可
き
農
業
若
し
く
は
農
具
に
於
け
る
改
良
、第
三
は
、穀
物
が
自
國
に
於
い
て
產
出
せ
ら
れ
得
る
よ
り
も
®
廉
な
る 

價
格
に
於
い
て
輸
入
せ
ら
れ
得
る
新
市
場
の
發
見
で
あ
る
o
o
b
i
f

pp. 

2
0
-
2
1
0
0

是
れ
等
諸
原
因
中
の
第
一
の
も
の
は
、
其
れ
よ
り 

し
て
賃
銀
の
生
ず
る
價
格
が
、
勞
働
者
の
現
實
の
生
存
に
必
要
な
る
勞
働
に
■
す
る
報
酬
に
接
近
す
る
の
程
度
如
何
に
從
っ
て
永
續
の 

.程
度
を
異
に
す
る
。
靜
止
的
社
會
狀
態
に
於
い
て
は
、
賃
銀
の
騰
落
は
全
然
人
口
の
增
減
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
。
進
歩
的
狀
態
に 

.於
い
.て
は
、
そ
は
、資
本
若
し
く
は
人
口
の
孰
れ
が
よ
り
速
か
な
る
行
程
に
於
い
て
進
む
か
に
依
存
す
る
。
退
步
的
狀
態
に
於
い
て
は
、
 

そ
は
人
口
若
し
く
は
資
本
の
孰
れ
が
よ
り
大
な
る
速
度
を
以
っ
て
減
少
す
る
か
に
依
存
す
る
。
經
驗
に
徵
し
て
、
資
本
及
び
人
口
が
交 

代
的
に
リ
ー
ド
し
、
斯
く
て
又
賃
銀
が
或
a
は
豐
か
で
あ
り
、
或
ひ
は
乏
し
い
こ
と
が
明
か
で
あ
る
が
故
に
、
賃
銀
の
關
す
る
限
り
に 

於
い
て
は
、
利
潤
に
就
い
て
何
事
も
確
か
に
は
論
斷
せ
ら
る
、
を
得
な
い
。
然
し
な
が
ら
，
リ
カ
ー
ド
オ

は
、
富
と
人
口
と
に
於
い
て 

進
步
し
っ
、
あ
る
あ
ら
ゆ
る
社
會
に
在
つ
て
は
、賃
銀
の
厚
薄
に
よ
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
る
\
結
果
を
除
き
、
一
般
利
潤
は
、
農
業
に
於
い 

V

改
良
が
存
す
る
か
、
若
し
く
は
穀
物
が
よ
り
侘
廉
な
る
慣
格
に
於
い
て
輸
入
せ
ら
れ
得
る
に
非
ざ
れ
ば
"
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

と
云
ふ
こ
と
が
最
も
滿
足
に
立
證
せ
ら
れ
得
る
と
考
へ
る
。
o
cr
i
d
.
, pp. 

2
1
-
2
2
0
0

I

國
が
貿
易
に
よ
っ
て
利
益
す
る
を
得
可
き
ニ
っ
の
途
が
存
す
る_

一 

は
一

般
利
潤
率
の
增
加
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
は

彼 
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れ
の
意
見
に
從
へ
ば
、
低
廉
な
る
食
料
に
因
る
の
外
、
斷
じ
て
起
り
得
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
は
唯
り
、
農
業
者
、製
造
業
者
、商
人
、 

若
し
く
は
利
子
を
徵
し
て
其
の
貨
幣
を
貸
付
け
つ
i
あ
る
資
本
家
の
孰
れ
か
と
し
て
、
其
の
資
本
の
使
用
よ
り
收
人
を
得
る
者
に
取
っ 

て
の
み
有
利
な
る
も
の
で
あ
り
、他
は
貨
物
の
夥
多
に
よ
り
、
又
其
の
交
換
價
値
に
於
け
る
下
落
に
由
る
も
の
で
あ
っ
て
，
全
社
會
が
之 

れ
に
參
加
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
第I

の
場
合
に
於
い
て
は
、
其
の
國
の
收
入
は
增
大
せ
ら
れ
、
第
二
の
場
合
に
於
い
て
は
、同
一
の 

收
入
は
生
活
の
必
要
品
及
び
奢
侈
品
の
よ
り
犬
な
る
高
を
取
得
す
る
の
力
あ
る
こ
と
》
爲
る
。
諸
國
民
が
商
業
の
擴
張
、
製
造
業
に
於 

け
る
分
勞
及
び
機
械
の
發
明
に
よ
っ
て
利
せ
ら
る
、
は
唯
り
此
の
後
の
態
様
に
於
い
て
の
み
で
あ
る
、(

商
業
の
擴
張
が
吾
人
を
し
て3

具 

に
よ
り
俄
廉
な
る
價
格
に
於
い
て
食
料
を
取
得
す
る
を
得
せ
し
む
る
際
を
除
い
て
は)

、I

是
れ
等
の
も
の
は
悉
く

貨
物
の
髙
を
增
大 

し
、
又
、
人
類
の
安
樂
と
幸
福
と
に
貢
献
す
る
所
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ
は
土
地
の
上
の
、
生
産
費
と
比
較
せ
ら
れ
た
る 

產
物
を
增
大
す
る
こ
と
な
く
、
又
、
土
地
の
上
に
於
け
る
利
潤
が
靜
止
的
で
あ
る
か
、
若
し
く
は
退
歩
的
で
あ
る
の
に
、他
の
總
べ
て
の 

利
潤
が
高
ま
る
可
き
こ
と
は
不
可
能
な
る
が
故
に
、
そ
は
利
潤
率
の
上
に
何
等
の
效
果
を
も
有
す
る
こ
と
が
な
い
。

(ibid., 

pp. 

25- 

2
6
0
。

利
潤
は
、
是
に
於
い
て
乎
、
食
料
の
價
格
に
、
若
し
く
は
寧
ろ
其
の
價
値
に
依
存
す
る
。
食
料
の
生
産
を
し
て
容
易
な
ら
し
む 

る
あ
ら
ゆ
る
物
は
、
諸
貨
物
が
如
何
に
稀
少
と
爲
り
、
若
し
く
は
夥
多
と
爲
る
こ
と
あ
る
も
、
利
潤
率
を
引
き
上
ぐ
可
く
、
之
れ
に
反 

し
て
食
料
の
定
量
を
增
加
す
る
こ
と
な
く
し
て
生
産
費
を
增
加
す
可
き
一
切
の
物
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
の
下
に
於
い
て
、

一
般
利
潤
率 

を
低
下
す
可
き
で
あ
る
。
食
料
を
取
得
す
る
の
容
易
は
資
本
の
所
有
者
に
取
っ
て
ニ
っ
の
點
に
於
い
て
有
利
で
あ
る
-
そ
は
同
畤
に
利 

潤
を
引
き
上
げ
、
又
消
費
貨
物
の
高
を
增
加
す
る
。
他
の
總
べ
て
の
物
件
を
取
得
す
る
の
便
宜
は
唯
り
貨
物
の
高
を
增
加
す
る
に
過
ぎ 

な
い
。
斯
く
て
、低
廉
な
る
食
料
を
購
入
す
る
の
力
が
斯
く
の
如
く
大
な
る
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
穀
物
の
輸
入
が
其
の
價 

格
を
坻
減
す
る
に
資
す
可
き
も
の
で
ぁ
る
な
ら
ば
、
吾
人
を
し
て
輸
入
を
制
限
し
、
而
し
て
是
れ
に
由
つ
て
資
本
を
著
し
く
不
利
な
る

用
途
に
强
ひ
て
抑
留
せ
し
む
る
が
爲
め
に
は
、
食
料
の
一
部
を
外
國
に
俟
つ
の
危
險
に
關
す
る
解
答
極
め
て
®
難
な
る
議
論
が
提
起
せ 

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(ibid., 

pp. 

2
7
-
200
0
0

マ
ル
サ
ス
が
其
の『

地
代
の
本
質
並
び
に
增
進
の
研
究j

の
四
十
ニ
頁
以
下
に
於
い
て
述
ぶ
る
が
如
く
、
穀
物
の
輸
入
が
有
利
と
爲 

り
得
る
は
、
唯
り
、

ー
國
が
比
較
的
に
富
裕
で
あ
り
、
其
の
豐
饒
な
る
土
地
の
總
べ
て
が
高
度
の
耕
作
を
施
さ
れ
た
る
狀
態
に
於
い
て 

存
し
、
而
し
て
其
の
人
口
に
取
っ
て
必
要
な
る
食
料
を
取
得
す
る
が
爲
め
に
其
の
劣
等
な
る
地
所
に
依
賴
す
る
の
巳
む
な
き
時
か
、
若
し 

く
は
其
の
國
が
元
來
豐
饒
な
る
土
壤
の
利
益
を
有
す
る
こ
と
な
き
時
か
で
あ
る
。
然
れ
ば
、
唯
り
穀
物
の
輸
入
に
伴
ふ
可
き
幾
多
の
利 

益
に
對
峙
し
得
る
も
の
は
、
自
國
食
料
の
大
な
る
部
分
を
外
國
の
供
給
に
俟
っ
の
危
險
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
危
險
の
一
は
、
戰
役
の 

際
に
、
大
陸
諸
國
の
結
合
若
し
く
は
英
國
の
主
た
る
敵
國
の
勢
力
に
依
っ
て
是
れ
迄
同
國
に
輸
入
せ
ら
る
X
の
慣
ひ
で
あ
っ
た
穀
物
の 

供
給
が
遮
斷
せ
ら
る
\
こ
と
で
あ
り
、
其
の
ニ
は
、
輸
出
國
に
ょ
つ
て
、
凶
年
に
際
し
*
自
國
の
不
足
せ
る
供
給
を
補
ふ
が
爲
め
に
輸 

出
を
拒
絕
せ
ら
る
-1

こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
に
ょ
っ
て
其
の『

外
國
穀
物
の
輸
入
を
制
限
す
る
の
政
策
に
關
す
る
一
意
見
の
某
礎』 

中
に
於
い
て
主
と
し
て
カ
說
せ
ら
る
X
も
の
は
此
の
後
の
意
見
で
あ
る
。
リ
カ
ー
ド
オ
は
斯
く
の
如
き
主
張
に
對
し
て
日
く
、
英
國
に 

し
て
若
し
規
則
正
し
く
輸
入
を
行
ふ
國
と
爲
り
、
而
し
て
外
國
人
が
安
ん
じ
て
英
國
市
場
の
需
要
に
信
賴
す
る
こ
と
を
得
た
と
し
た
な 

ら
ば
、
遙
か
に
多
く
の
土
地
は
輸
出
の
目
的
を
以
っ
て
穀
物
產
出
國
に
於
い
て
耕
作
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
と
。
英
國
に
於
い
て
僅
々
數 

週
內
に
消
費
せ
ら
る
\
穀
物
の
債
値
を
考
察
す
る
時
は
、
吾
人
は
大
陸
に
し
て
穀
物
の
著
し
く
大
な
る
分
量
を
同
國
に
供
給
す
る
に
至 

つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
最
も
廣
き
範
圍
に
亙
つ
て
破
壞
的
な
る
商
的
災
厄
を
來
さ
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
、輸
出
貿
易
を
遮
斷
す
る
を
得 

ざ
る
こ
と
を
知
る
可
き
で
あ
る
。
如
何
な
る
元
首
若
し
く
は
諸
元
首
の
結
合
と
雖
も
進
ん
で
其
の
人
民
の
上
に
這
般
の
災
厄
を
蒙
ら
し 

む
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
る
可
く
*
又
、
之
れ
を
欲
す
る
と
し
て
も
、
如
何
な
る
人
民
と
雖
も
恐
ら
く
斯
く
の
如
き
方
策
に
服
從
す
る
こ
と 

古
版
經
濟
睿
解
題 

一

七
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(

一
五
七1)
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解
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'な
か
る
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
彼
れ
は
其
の
適
例
と
し
て
、
露
西
亜
の
原
産
物
輸
出
を
禁
止
せ
ん
と
せ
る
那
翁
の
努
力
が
、
此
の
國
の 

-人
民
を
し
て
彼
れ
に
叛
起
せ
し
め
た
る
主
要
原
因
で
あ
つ
た
事
實
を
擧
げ
て
ゐ
る
。
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..
マ
ル
サ
X
は
カ
强
く
、
無
制
限
な
る
輸
入
を
許
す
に
由
っ
て
其
の
國
家
の
蒙
る
可
き
農
業
資
本
の
損
失
に
就
い
て
縷
說
す
る
。
而
も 

，リ

カ

ー
ド
オ
は
、果
し
て
然
ら
ば
、
吾
人
は
恰
も
之
れ
と
等
し
く
公
平
に
、
蒸
氣
機
關
若
し
く
は
ア
ー
ク
ラ
ィ
ト
の
紡
績
機
械
が
完
成 

せ
ら
れ
た
時
、
古
い
粗
末
な
る
機
械
の
價
値
が
吾
人
に
對
し
て
失
は
る
可
き
が
故
に
、
是
れ
等
の
もQ

を
採
用
す
る
は
不
埒
な
る
可
し 

と
稱
せ
ら
る
、
を
得
た
で
あ
ら
ぅ
と
論
じ
て
ゐ
る
。
よ
り
磽
确
な
る
土
地
の
農
民
が
損
失
を
蒙
る
可
き
こ
と
に
就
い
て
は
、
何
等
の
疑 

問
も
存
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
而
も
世
人
は
彼
れ
等
の
損
失
高
に
幾
倍
せ
る
利
得
を
受
く
可
く
、
而
し
て
土
地
よ
り
製
造
業
へ
の
資 

.本
の
轉
換
が
遂
行
せ
ら
れ
た
後
に
於
い
て
は
、
土
地
保
有
者
を
除
き
、
其
の
社
會
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
階
級
と
等
し
く
借
地
農
自
身
も
亦
、 

‘極
め
て
著
し
く
其
の
利
潤
を
增
加
す
可
き
で
あ
る
。(ibid., 

p
,
3
7
.

)

o
彼
れ
は
唯
だ
、
借
地
農
が
"
彼
れ
等
現
在
の
借
地
期
間
を
通
じ 

.
て
"
狼
れ
等
の
地
主
と
の
間
に
締
結
せ
ら
れ
た
其
の
現
存
貨
幣
契
約
の
下
に
於
い
て
、
低
廉
な
る
穀
物
の
值
格
よ
り
生
ず
可
き
貨
幣
の 

新
價
値
よ
り
し
て
彼
れ
等
の
蒙
る
こ
と
疑
ひ
な
か
る
可
き
損
失
に
對
し
て
保
護
せ
ら
る
可
き
こ
と
を
欲
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
國
民 

.は
農
業
者
が
一
時
的
穀
物
の
高
價
に
よ
っ
て
す
ら
利
得
す
る
よ
り
も
遙
か
に
多
く
を
喪
失
す
可
き
で
あ
る
が
、
而
も
三
四
年
間
輸
入
に 

-也
し
て
制
限
的
關
税
を
賦
課
し
、
而
し
て
該
期
間
の
後
、
穀
物
貿
易
は
自
由
た
る
可
き
こ
と
、
又
、
輸
入
穀
物
は
吾
人
が
自
國
產
の
穀 

物
に
對
し
て
課
す
る
を
以
つ
て
得
策
と
見
る
可
き
も
の
、
.外
、如
何
な
る
課
稅
を
も
受
く
る
こ
と
な
か
る
可
き
を
宣
言
す
可
き
で
あ
.3:
0 

Aibid., 

p
p
.

 

3
7
-
3

0 00
。

彼
れ
に
從
へ
ぱ
、
地
主
は
事
實
上
よ
り
多
く
を
支
拂
ひ
、

而
し
て
管
だ
に
何
等
適
當
な
る
補
償
を
受
く
る
こ 

:と
な
き
の
み
な
ら
ず
、
其
の
受
く
る
地
代
の
®
下
に
由
つ
て
、
穀
物
輸
入
の
自
由
の
爲
め
に
損
害
を
受
く
る
唯一

の
も
の
で
あ
る
。

(ibid., 

p. 

4?°)

o

五

本
書
に
對
す
る
リ
カ
ー
ド
オ
の
友
人
等
の
批
評
は
、
彼
れ
を
し
て
、「

大
地
の
產
物——

其
の
表
面
か
ら
，
勞
働
、
機
械
及
び
資
本
の 

結
合
せ
ら
れ
た
る
適
用
に
よ
つ
て
^
き
出
さ
る
ゝ
總
べ
て
の
も
の」

が
社
會
の
三
階
級
、
即
ち
地
主
、
資
本
家
及
び
勞
働
者
の
間
に
如 

何
に
分
割
せ
ら
る
、
か
を
硏
究
せ
ん
と
す
る
其
の
主
著
の
稿
を
起
さ
し
む
る
の
機
緣
と
爲
つ
た
。(

o
n

 

the 

Principles 

of 

Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

a
n
d

 

Taxation, 

100
1
7
, p. 

i
i
o
o而
し
て「

地
代
論」

(
o
n

 

R
e
n
t
)

は
其
の『

原
論』

の
第
二
章
を
構
成
す
る
。(ibid., 

pp. 

4
9
-
7
6
.

前
揭
拙
著1

六
ニー
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六
艽
頁
參
照)

。

リ
カ
ー
ド
オ
は「

農
業
に
於
い
て
は
又
自
然
が
人
間
と
共
に
勞
働
す
る」

と
做
す
ス
ミ
ス
の
意
見
に
反
對
し
て
、
マ
ル
サ
ス
が
支
持 

せ
ん
と
す
る
に
最
も
切
で
あ
つ
た
ス
ミ
ス
と
重
農
主
義
者
と
の
連
結
線
を
切
斷
し
た
。
自
然
の
勞
働
は
、
彼
の
女
が
多
く
を
爲
す
が
故
’
 

に
支
拂
は
る》

に
非
ず
し
て
、
其
の
爲
す
所
少
な
き
が
故
で
あ
る
。
彼
の
女
が
其
の
贈
與
に
於
い
て
吝
嗇
と
爲
る
に
準
じ
て
、
彼
の
女 

は
其
の
仕
事
に
對
し
て
よ
り
大
な
る
價
格
を
勒
取
す
る
。
彼
の
女
が
寛
大
深
切
で
あ
る
所
で
は
、
彼
の
女
は
常
に
無
代
で
仕
事
を
す
る
。 

自
然
は
、
製
造
業
に
於
い
て
は
、
人
間
の
爲
め
に
何
物
を
も
爲
す
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
か
。
吾
人
の
機
械
を
動
す
風
及
び
水
の
力
は 

何
物
で
も
な
い
の
で
あ
る
か
。
自
然
が
人
間
に
對
し
て
其
の
援
助
を
與
ふ
る
こ
と
な
く
、
又
之
れ
?:
寬
大
且
つ
無
償
に
與
ふ
る
こ
と
も 

な
い
製
造
業
に
し
て
擧
示
せ
ら
れ
得
る
も
の
は
存
す
る
こ
と
が
な
い
。
リ
カ
ー
ド
オ
は
前
掲
ス
ミ
ス
の
有
名
な
る
章
句
に
對
し
て
施
さ 

れ
た
フ
カ
ナ
ン
の
評
註
を
-り
用
す
る
。
日
く「

地
代
の
再
生
產
に
よ
る
其
の
社
會
に
對
す
る
絕
對
的
利
得
は
存
す
る
こ
と
が
な
い
、
そ 

は
單
に
一
階
級
が
他
の
階
級
の
失
費
に
於
い
て
利
得
し
つ
、
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
自
然
が
耕
作
の
過
程
に
於
い
て
人
間
の
勤
勉
と
結
合 

す
る
が
故
に
、
農
業
は
產
物
を
生
じ
、從
つ
て
又
地
代
を
生
す
る
と
做
す
の
見
解
は
單
な
る
空
想
で
あ
る」

と
。(w
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o

マ
ル
サ
ス
が
人
類
の
歷
史
的
發
達
を
探
求
せ
ん
と
せ
る
に
反
し
、
リ
カ
ー
ド
オ
は
、
著
し
く
進
步
せ
る
文
明
國
よ
り
の
移
民
に
よ
つ 

て
建
設
せ
ら
れ
た
植
民
地
の
場
合
を
想
像
し
た
。
斯
く
の
如
き
移
民
は
當
然
最
良
地
の
上
に
其
の
耕
作
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼 

れ
等
の
利
潤
率
及
び
賃
銀
率
は
其
の
初
め
に
於
い
て
は
高
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
が
、
而
も
そ
は
人
口
の
增
加
が
食
料
に
對
す
る
增
加
せ
る 

需
要
に
應
ず
る
が
爲
め
に
よ
り
劣
等
な
る
土
地
を
耕
作
す
る
の
巳
む
な
き
に
至
ら
し
む
る
と
共
に
、
漸
次
減
少
せ
し
め
ら
る
可
き
で
あ 

る
。
利
潤
及
び
賃
銀
の
下
降
と
共
に
地
代
は
上
騰
す
可
き
が
故
に
、
地
代
は
其
の
國
の
資
源
に
對
す
る
附
加
で
は
な
く
、
單
に
一
階
級 

よ
り
他
の
階
級
へ
の
富
の
譲
渡
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
サ
ス
が
各
種
の
現
象
に
對
し
て
ニ
個
若
し
く
は
其
の
以
上
の
可
能
な 

る
原
因
を
看
出
し
、
複
雜
な
る
場
合
を
人
爲
的
に
分
離
せ
ん
と
す
る
こ
と
な
く
、
寧
ろ
之
れ
を
在
る
が
儘
の
現
實
の
狀
態
の
下
に
論
ぜ 

ん
と
す
る
の
常
で
あ
つ
た
に
反
し
、
リ
カ
ー
ド
オ
は
常
に
或
る
一
つ
の
原
因
を
發
見
し
、
而
し
て
努
め
て
之
れ
を
他
の
も
の
か
ら
分
離 

せ
し
め
ん
と
し
た
。
斯
く
て
マ
ル
サ
ス
が
地
代
に
關
し
て
三
原
因
を
發
見
せ
る
に
對
し
、
リ
カ
ー
ド
オ
は
唯
だ
一
個
の
み
を
承
認
し
た 

の
で
あ
る
。(S
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リ
カ
ー
ド
オ
の
地
代
說
に
對
す
る
マ
ル
サ
ス
の
異
論
は
又
"
彼
れC

『

原
論』

中
に
於
い
て
看
出
さ
れ
る
。(『

三
田
學
會
雜
誌J

第
二
十 

九
卷
第
五
號
所
載
拙
稿『

リ
カ
ー
ド
オ
直
後
に
於
け
る
其
の
分
配
理
論
に
對
す
る
英
國
經
濟
學
者
の
修
正
意
見』

九
二
ー
九
九
頁
參
照)

。 

而
し
て
リ
カ 
1

ド
オ
は
更
ら
に
其
の
^
。
ぼ

o
n Malthus* 

princip

trs 
of 

P
o
l
i
t
i
c
a
l
M
c
o
n
o
m
y
,

に
於
い
て
、

マ
ル
サ
ス
の
地
代 

論
に
評
註
を
加
へ
て
ゐ
る
o
o
b
ip-
,
 e

d
.
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穀
物
の
債
格
が
®
藤
な
る
際
に
は
、
其
の
輸
出
に
對
す
る
獎
勵
金
の
支
拂
ひ
に
依o

て
餘
剩
穀
物
を
排
出
せ
し
め
ん
こ
と
?:
期
せ
る 

一
千
六
百
八
十
九
年
の
穀
法(『

三
田
學
會
雜
誌』

第
二
十
九
卷
第
八
號
所
載
拙
稿『

分
配
論
以
前』

八
頁
參
照)

の
原
理
は
、
關
稅
を 

賦
課
せ
ら
る
、
こ
と
な
く
、
又
獎
勵
金
を
下
附
せ
ら
る
X

こ
と
な
く
、
如
何
な
る
時
機
に
於
い
て
も
合
衆
王
國
の
あ
ら
ゆ
る
地
方
よ
り 

穀
物
及
び
穀
粉
の
輸
出
を
許
可
せ
る1

千
八
百
十
四
年
の
法
律(

s
t
h

 

G
e
o
r
g
e

 

III. 

c. 

6
9
.
)

に
よ
っ
て
破
却
せ
ら
れ
た
。
而
し
て 

穀
物
の
價
格
と
共
に
變
化
す
る
滑
準
關
税
を
基
礎
と
せ
る
一
千
六
百
七
十
年
の
穀
法
以
来
の
原
理
は
，
價
银
が
一
记
の
水
準
に
達
す
る 

迄
は
穀
物
の
輸
入
を
絕
對
に
禁
止
し
、
這
舣
の
水
準
以
上
に
昇
る
時
は
如
何
な
る
極
類
の
制
限
を
も
加
ふ
る
こ
と
な
く
輸
入
の
自
由
を 

認
め
ん
と
す
る
一
千
八
百
十
五
年
の
法
律
に
よ
っ
て
破
瓌
せ
ら
れ
た
。(

一
千
六
百
七
十
牢
の
條
例
に
就
き
て
は
前
掲
拙
稿
六
丨
七
頁
、

1

千
七
百
七
十
三
年
の
其
れ
に
就
い
て
は『

三
田
學
會
雑
誌』

第
二
十
九
卷
第
九
號
所
載
拙
稿『

古
版
經
濟
書
解
題—

ジ
r

ム
ズ• 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
のr

國
民
的
勤
勉
に
就
い
て
の
考
察』

一
三
四
丨
五
員
、
同
九
十
一
年
の
其
れ
に
就
い
て
は
同
一
三
五—

六
頁
參
照
。 

而
し
て
一
千
八
百
〇
叫
年
の
其
れ
に
就
い
て
は
ft
き
に
本
稿
中
に
於
い
て
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る)

。
十
五
年
の
條
例(

3

&

o
s
r
- 

g
e

 

III. 
0

. 

2
6
0は
小
麥
八
十
志
、
ラ
ィ
麥
、
豌
豆
及
び
隱
元
豆
類
五
十
三
志
*
大
麥
類(

ぎ

l
e
y
,

げere, 

b
i
g
g
.
)

四
十
志
並
び
に 

燕
麥
二
十
六
志
に
達
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
如
何
な
る
外
國
穀
物
と
雖
も
保
稅
倉
庫
よ
り
取
り
出
さ
る
、
を
得
ざ
る
こ
と
を
規
定
し
た
。 

是
れ
等
一
千
八
百
十
四
年
及
び
十
五
年
の
條
例
に
賛
す
る
者
は
、
消
費
者
の
利
益
が
、
國
內
市
場
の
獨
占
を
坐
產
者
に
與
ふ
る
に
依
つ 

て
の
み
唯
り
確
保
せ
ら
る》

を
得
可
き
穀
物
の
一
定
供
給
を
彼
れ
に
保
證
す
る
に
由
っ
て
防
護
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
加
之
、 

生
産
者
は
一
千
八
百
十
五
年
の
條
例
に
依
つ
て
外
國
穀
物
の
輸
入
に
對
し
て
保
護
せ
ら
る
X
こ
と
多
き
を
加
へ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る 

が
、
而
も
斯
く
の
如
き
利
益
は1

千
八
百
十
四
年
に
於
け
る
輸
出
獎
勵
金
の
喪
失
に
よ
っ
て
、
或
る
程
度
迄
、
相
殺
せ
ら
れ
た
と
論
ぜ
，
 

ら
るx

を
得
可
き
が
如
く
で
あ
る
。
而
も
、
パ
ー
ン
ズ
は
、
斯
く
の
如
き
議
論
は
、
十
五
年
の
條
例
の
目
的
が
、
生
產
者
の
利
益
の
爲 
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め
に
穀
物
を
高
價
に
雄
持
せ
ん
と
す
る
に
存
し
た
る
こ
と
、
又
、
同
條
例
に
依
っ
て
考
慮
せ
ら
れ
た
る
價
格
の
程
度
は
周
園
の
諸
國
の
其 

れ
に
比
し
て
遙
か
に
高
く
、
輸
出
不
可
能
で
あ
つ
た
が
爲
め
に
獎
勵
金
は
無
用
な
る
可
き
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
な
か
り
し
の
失
あ
る 

も
の
で
あ
る
と
做
し
て
ゐ
る
。
輸
出
獎
勵
金
の
放
棄
は
西
印
度
及
び
其
の
他
の
英
領
蓝
米
利
加
植
民
地
に
穀
物
を
供
給
せ
ん
と
す
る
愛 

蘭
土
地
主
の
欲
求
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
るo

(B
a
rn
e
s, 

op. 

c
i
rpp. 

1
41
, 

1
4
2
0
0

i
l

コ
ル
ソ
ン
は
此
の
十
五
年
の 

條
例
を
以
つ
て
地
主
等
が
地
代
の
下
落
を
憂
懼
す
る
の
念
に
基
く
所
多
き
も
の
で
あ
る
と
做
し
て
ゐ
る
。(Ni

cholson, 

T
h
e

 

H
i
s
t
or
y 

o
f 

the 

E
n
g
l
i
s
h

 

C
o
r
n

 
L
a
w
s
,

 

1
9
0
4
,

 

p_ 

7
6
0
0

彼
れ
等
は
平
和
克
服
後
に
於
い
て
戰
時
の
地
代
を
維
持
せ
ん
こ
と
を
願
つ
た
。
而
し
て
彼
れ
等
は
農
業
に
從
事
す
る
總
べ
て
の
階
級 

即
ち
借
地
農
及
び
農
業
勞
働
者
等
の
代
辯
人
と
し
て
行
動
し
っ
i
あ
る
の
態
度
を
取
っ
て
居
っ
た
。
製
造
業
者
は
穀
法
が
穀
物
の
.價
格 

を
騰
貴
せ
し
め
、
又
之
れ
と
共
に
勞
働
の
價
格
を
引
き
上
げ
、
斯
く
て
又
英
國
製
造
品
を
し
て
外
國
市
場
に
於
い
て
不
利
な
る
地
位
に 

立
た
し
む
可
き
が
故
に
同
法
案
に
對
し
て
絕
對
に
反
對
で
あ
っ
た
。
然
し
な
が
ら
、
當
時
に
於
い
て
は
、
製
造
品
に
し
て
保
護
を
享
け 

っ
、
あ
る
も
の
頗
る
多
き
事
實
に
掣
肘
せ
ら
れ
て
、
彼
れ
等
の
反
對
は
凡
そ
一
千
八
百

二
十
五
年
以
後
、
別
し
て
穀
法
廢
止
期
成
同
盟
組 

織
以
後
に
於
け
る
が
如
く
、
攻
擊
的
短
刀
直
入
的
で
は
な
か
っ
た
。
都
市
及
び
工
業
勞
働
者
は
穀
物
法
案
が
彼
れ
等
の
生
活
檩
準
に
確 

然
た
る
打
撃
を
與
ふ
可
き
こ
と
を
信
じ
た
が
故
に
之
れ
に
反
對
し
た
。
株
式
及
び
債
券
所
有
者
、
官
公
吏
及
び
僧
侶
等
の
反
對
は
前
者 

の
如
く
喧
騷
で
は
な
か
っ
た
が
、
而
も
之
れ
と
等
し
く
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
最
後
に
商
業
階
級
の
態
度
は
幾
分
各
個
人
の
業
務
の 

本
質
及
び
大
さ
に
依
存
し
て
居
っ
た
。
而
も
往
々
同一

人
物
に
し
て
是
れ
等
諸
階
級
の
一一

若
し
く
は
三
に
屬
す
る
も
の
存
し
得
べ
き
が 

故
に
、
諸
階
級
の
利
害
が
截
然
分
離
せ
し
め
ら
れ
得
ざ
る
こ
と
は
勿
論
言
ふ
迄
も
な
いo

(
B
a
3
e
s
,

 

op. 

c
i
r

pp. 

1
4
3
-
1
5
1
0
0

一
千
八
百
十
五
年
の
條
例
通
過
以
後
の
七
ケ
年
に
於
い
て
土
地
階
級
は
小
麥
の
價
格
を
八
十
志
に
保
た
ん
と

す

る

に
鋭
意
で
あ
つ

た
。
而
も
殼
債
は
激
し
く
胁
搖
し
、
愁
訴
O'
聲
は
交
互
に
農
業
者
と
消
費
者
と
か
ら
發
せ
ら
れ
た
。
而
も
現
行
制
度
改
革
に
對
す
る
最 

も
强
烈
な
る
要
求
は
、
特
に
一
千
八
百
二
十
年
以
後
に
於
い
て
地
主
及
び
借
地
農
か
ら
起
つ
た
。

一
千
八
百
十
五
年
の
條
例
が
三
月
ニ 

十
三
日
に
施
行
せ
ら
れ
て
後
、
暫
時
は
穀
價
の
騰
貴
を
見
た
の
で
あ
る
が
、(

這
般
の
騰
貴
は
少
く
と
も
幾
分
那
翁
の
エ
ル
バ
島
脫
出
に 

由
る
も
の
で
あ
る)

、
而
も
同
年
の
收
穫
の
良
好
な
る
こ
と
が
明
'か
と
爲
る
と
共
に
價
格
は
漸
次
下
降
し
た
。

一
千
八
百
十
六
年
の
不
良 

な
る
天
候
及
び
氣
候
は
收
瘦
に
先
き
立
っ
て
急
激
に
小
麥
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
農
業
窮
厄
の
不
平
は
其
の
聲
を
絕
っ
た
。
同
年
十 

ー
月
十
艽
日
の
平
均
價
格
に
よ
っ
て
、
小
麥
.
ラ
ィ
麥
、
大
麥
及
び
玉
蜀
黍
の
輸
入
を
無
税
を
以
っ
て
許
可
し
、
翌
十
七
年
ニ
月
十
五 

日
の
其
れ
に
よ
っ
て
豆
類
が
加
へ
ら
れ
た
。
斯
く
て一

千
八
百
十
七
、
八
年
に
は
巨
額
の
穀
物
、
殊
に
小
麥
が
英
國
に
輸
入
せ
ら
る
\ 

こ
と
、
爲
つ
た
。
是
に
於
い
て
乎
、
地
主
及
び
農
業
者
は
、1

千
八
百
十
艽
年
の
法
律
の
下
に
於
い
て
は
、
小
麥
の
價
格
は
、
他
所
に 

於3

て
外
國
穀
物
に
對
す
る
よ
り
大
な
る
需
要
存
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
殆
ん
ど
全
く
八
十
志
以
卜
：に
騰
貴
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
事
實 

を
發
見
し
た
。
斯
く
て
普
通
の
事
情
の
下
に
於
い
て
は
、
價
格
が
八
十
志
に
達
す
る
や
否
や
、
歐
洲
の
餘
剩
は
直
ち
に
英
國
市
場
に
殺 

到
す
可
き
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
狀
態
の
下
に
於
い
て
は
、
農
業
者
は
彼
れ
等
が
不
作
の
不
利
益
を
償
ふ
可
き
著
し
き
價
格
騰
貴
の
利 

益
を
拒
否
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
信
じ
た
。
夥
し
く
多
數
の
諝
願
は
殆
ん
ど
あ
ら
ゅ
る
地
方
の
土
地
保
有
者
か
ら
提
出
せ
ら
れ
た
。一

千 

八
百
十
九
年
の
收
獲
は
南
部
英
蘭
土
の
諸
地
方
を
除
き
、
可
な
り
に
良
好
で
あ
っ
た
。
早
く
ニ
月
十
艽
日
に
は
小
麥
の
入
港
を
禁
じ
た 

の
で
あ
る
が
、
而
も
價
格
は
一
千
八
百
二
十
年
の
收
穫
前
に
於
い
て
は
著
し
く
低
落
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
に
拘
ら
ず
、
救
濟
を
求
む 

る
農
業
者
の
請
願
は
續
々
と
し
て
議
會
に
齎
さ
れ
た
。
土
地
階
級
は
農
産
物
の
價
格
下
落
の
責
め
を
所
謂
ビ
ー
ル
法
案
に
よ
つ
て
再
始 

せ
ら
れ
た
正
貨
支
拂
に
歸
し
た
。

一
千
八
百
二
十
年
の
收
獲
は
豫
期
以
上
に
良
好
で
あ
っ
た
が
爲
め
に
、
穀
物
、
殊
に
小
麥
の
價
格
は 

急
激
に
下
落
し
、「

其
の
變
化
の
原
因
が
何
で
あ
ら
ぅ
と
も
、
其
の
結
果
は
著
し
く
農
業
者
の
總
收
益
を
減
少
す
る
に
在
る」

の
感
を
深 
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か
ら
し
め
た
。
翌
二
十一

年
の
收
穫
は
量
多
く
し
て
質
惡
し
か
り
し
が
爲
め
に
、
前
年
ょ
り
持
ち
越
さ
れ
た
大
餘
剩
と
合
し
て
、
小
麥 

の
價
格
を
翌
ニ
十
二
年
二
月
に
は
四
十
八
志
六
片
*
同
年
十I

月
に
は
三
十
八
志
十
片
に
抵
下
せ
し
め
た
。
同
年
二
月
、
新
た
な
る
請 

願
の
殺
到
に
促
さ
れ
て
農
業
の
窮
厄
は
再
び
議
會
の
問
題
と
爲
つ
た
。
當
時
下
院
議
員
と
し
て
活
躍
し
て
居
つ
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
•
リ 

力
ー
ド
オ
は
窮
厄
の
原
因
が
需
要
以
上
に
出
で
た
る
供
給
の
過
多
に
存
す
る
こ
と
を

主
張
し
たo

(
B
a
3
e
s
,

 

op. 

c
i
r5

r
-,
-

;

•» 

J
6
r163, 

1
67
, 

170, 
1
7
1
.
)

o

七

リ
カ
ー
ド
オ
は
又
、
同
じ
く
一 

千
八
百
二
十
ニ
年
，
下
院
に
於
け
る
其
の
演
說
中
に
表
明
せ
ら
れ
た
斷
片
的
意
見
に
系
統
を
與
へ
て
、
 

其

のO
n

 

Protection 

to 

A
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
.

を
h
梓
し
た
。
此
の『

農
業
保
誰
論』

は
マ
ッ
カ
ラ
，
ク
に
從
へ
ば
•「

彼
れ
の
總
べ
て
の 

小
册
子
中
の
最
良
な
る
も
の
で
あ
り
、
又
、
洵
に
傑
作(cbef-d、8

u
v
r
e
)

で
あ
る
J
o「

リ
カ
ー
ド
オ
氏
が
何
等
他
の
も
の
を
書
く
こ 

と
が
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
此
の
小
冊
子
は
彼
れ
を
經
濟
學
者
中
の
第
一
位
に
置
い
た
で
あ
ら
ぅ
J
o (Mnculloch, 

T
h
e

 

W
o
r
k
s

 

of 

D
a
v
i
d

 

Ricardo, 

with 

a 

notice 

of 

the 

life 

a
n
d

 
writings 

of 

the 

author 

1886, 

pp. xxviii-xxix.)。

彼
れ
は
此
の
書
の
第 

一
節
に
於
い
て
は
、「

報
酬
を
與
へ
つ
、
あ
る
價
格」(remunerating 

p
r
i
c
e
)
*

即
ち
、
地
代
を
包
含
す
る
諸
掛
り
の
總
べ
て
を
支
拂
ひ
、 

而
し
て
耕
作
者
に
彼
れ
の
資
本
に
對
す
る
相
當
な
る
利
潤
を
殘
し
つ
i
あ
る
穀
物
の
產
出
サ
-ら
れ
得
る
價
格
に
就
い
て
、
第
二
章
に
於 

い
て
は
、
穀
物
の
價
格
に
及
ぼ
す
賃
銀
騰
貴
の
影
響
に
就
い
て
、
第
三
節
に
於
い
て
は
、
特
殊
の
貨
物
の
上
に
賦
課
せ
ら
れ
た
る
租
税 

の
結
果
に
就
い
て
、
氓
四
節
に
於
い
て
は
、
穀
物
の
價
格
に
對
す
る
豐
作
の
結
果
に
就
い
て
、
第
艽
節
に
於
い
て
は
、
舊
本
位
の
囘
復 

を
期
せ
る
ビ
ー
ル
法
案
に
ょ
つ
て
穀
物
の
價
格
の
上
に
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
る
結
果
に
就
い
て
、
第
六
節
に
於
い
て
は
、
利
潤
率
に
及
ぼ 

す
穀
物
の
®
價
値
の
結
果
に
就
い
て
*
第
七
節
に
於
い
て
は
、
穀
物
の
國
內
生
產
者
に
國
內
市
場
の
獨
占
を
與
ふ
る
の
目
的
を
以
つ
て

確
立
せ
ら
れ
た
る
保
護
關
稅
制
度
の
下
に
於
い
て
は
*
價
格
は
動
搖
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
、
第
八
節
に
於
い
て
は
、
穀
物
の
投
機 

者
に
®
利
を
以
っ
て
貨
幣
を
貸
し
付
け
ん
と
す
る
計
書
に
就
い
て
、
又
、
第
九
節
に
於
い
て
は
、
農
業
窮
厄
の
現
狀
は
課
稅
に
歸
せ
ら 

る
、
を
得
る
や
に
就
い
て
論
じ
て
ゐ
る
。

彼
れ
に
從
へ
ば
、
社
會
が
進
歩
す
る
際
に
、
何
等
の
輸
入
も
起
ら
ざ
る
時
は
-
吾
人
は
膨
脹
し
っ
、
あ
る
人
口
を
養
ふ
が
爲
め
に
絕 

え
ず
最
劣
等
な
る
土
孃
に
依
賴
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
吾
人
が
前
進
の
歩
を
進
む
る
每
に
、
穀
物
の
價
格
は
騰
貴
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ず
、
又
斯
く
の
如
.き
騰
貴
と
共
に
、
先
き
に
耕
作
せ
ら
れ
た
る
よ
り
良
好
な
る
土
地
の
地
代
は
必
然
增
加
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。 

よ
り
高
き
價
格
は
取
得
せ
ら
る
、
よ
り
小
な
る
分
量
を
償
ふ
が
爲
め
に
必
要
と
爲
る
。
然
し
な
が
ら
、
斯
く
の
如
き
高
價
は
斷
じ
て
善 

i
考
へ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ——

同
一
の
收
益
が
よ
り
少
な
き
勞
働
を
以
つ
て
取
得
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
は
#
在
し
な
か
つ
た
で
あ
ら 

?

-
I
製
造
品
に
對
す
る
勞
働
の
適
用
に
由
っ
て
-
吾
人
が
穀
物
に
代
へ
て
是
れ
等
の
製
造
品
を
輸
出
す
る
に
由
つ
て
、
間
接
に
穀
物
を 

取
得
し
た
な
ら
ば
、
そ
は
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
。
高S

債
格
が
、
高
い
費
用
の
結
果
で
あ
る
な
ら
ば
-
惡
で
あ
っ
て
、
善
で
は 

な
い
。
非
常
に
多
く
の
勞
働
が
穀
物
の
取
得
に
充
て
ら
る
V
が
故
に
、
價
格
は
高
い
。
單
に
僅
少
な
る
勞
働
が
其
の
上
に
充
當
せ
ら
れ 

た
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
.其
の
富
の
唯一

の
眞
泉
源
を
構
成
す
る
其
の
國
の
勞
働
の
よ
り
多
く
は
望
ま
し
い
他
の
享
樂
?:
取
得
す
る
が 

爲
め
に
其
の
意
の
儘
に
な
つ
た
で
あ
ら
ぅOQbid., 

2
n
d

 

e
d
:

 

100
2
2
, p. 

7
0
。

彼
れ
は
豐
作
が
穀
價
に
及
ぼ
す
影
響
を
論
ず
る
に
當
っ
て
日
く
、
豐
富
が
ー
國
に
取
つ
て
有
害
た
る
こ
と
は
な
い
が
、
而
も
そ
は
往 

々
に
し
て
其
の
豐
富
な
る
貨
物
の
生
産
者
に
對
し
て
は
有
害
で
あ
る
と
。
彼
れ
等
の
產
出
せ
る
も
の
が
悉
く
彼
れ
自
身
の
消
費
に
充
て 

ら
る
可
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
豐
富
は
斷
じ
て
彼
れ
等
に
取
っ
て
有
害
た
る
を
得
な
い
。
而
も
、
穀
物
の
夥
多
に
因
つ
て
、
彼
れ
等
が
他 

の
諸
物
件
を
自
己
に
備
ふ
る
が
爲
め
に
市
場
に
齎
す
定
量
が
價
値
に
於
い
て
減
少
す
る
所
が
頗
る
多
か
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
彼
れ
等 

古
版
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は
其
の
平
常
の
享
樂
を
取
得
す
る
の
資
力
を
剝
奪
せ
ら
れ
る
、
彼
れ
等
は
實
に
交
換
價
値
極
め
て
少
き
貨
物
の
夥
多
を
有
す
る
。
吾
人 

に
し
て
若

し

：！
バー
ト

•
オ
1

H
ン
のp

a
r
a
l
l
e
l
o
g
r
a
m

の一

に
生
活
し
、
而
し
て
吾
人
の
生
産
物
の
總
べ
て
を
共
同
に
享
樂
す
る
と 

し
た
ら
ば
、
何
人
も
®
富
の
爲
め
に
惱
む
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
而
も
社
會
が
現
在
の
如
く
に
組
織
せ
ら
る
、
間
は
、
豐
富
は 

屢
々
生
産
者
に
取
っ
て
有
害
で
あ
り
、
稀
少
は
彼
れ
等
に
取
っ
て
有
利
な
る
こ
と
が
あ
る

で
あ
ら
う
。(ibid., 

pp. 

20.21.)

o

彼
れ
は
、
土
地
階
級
の
惝
み
っ
、
あ
る
特
殊
の
困
難
を
以
っ
て一

時
的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
產
物
の
供
給
が
需
要
を
超
過
す
る
間 

の
み
唯
り
持
續
す
可
き
も
の
と
觀
る
。
そ
は
戰
役
中
の
高
價
格
並
び
に
輸
入
に

對
し
て
加
へ
ら
れ
た
諸
妨
害
に
よ
っ
て
招
來
せ
ら
れ
た 

耕
作
の
擴
張
、
諸
改
良
の
誘
入
、
連
年
の
豐
作
、
及
び
愛
蘭
土
よ
り
の
多
額
の
輸
入
に
由
っ
て
誘
起
せ
ら
れ
た
慘
儋
た
る
低
價
格
時
代 

の
加
重
せ
ら
れ
た
る
不
幸
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
當
時
に
於
け
る
農
產
物
の
低
廉
な
る
價
格
は
ビ
ー
ル
法
案
に
因
る
よ
り
も
、
寧
ろ
供 

給
過
多
に
基
く
所
多
き
も
の
で
あ
る
。
同
法
案
の
通
過
は
一
般
物
價
を
恐
ら
く
五
分
方
引
き
下
ぐ
る
の
結
果
を
來
し
、
而
し
て
之
れ
に 

次
い
で
行
は
れ
た
英
蘭
銀
行
の
不
必
要
な
る
金
の
購
入
は
恐
ら
く
這
箇
ー
般
物
價
の
下
降
を

一

割
に
增
加
し
た
で
あ
ら
う
。

然
も
、

若 

し
兌
換
の
再
始
に
因
る
通
貨
價
値
の
變
更
及
び
之
れ
に
續
く
增
税
に
基
く
農
業
者
に
對
す
る
®
迫
が
彼
れ
等
よ
り
し
て

其
の
資
本
利
潤 

の
總
べ
て
を
奪
ふ
迄
に
大
で
あ
つ
た
な
ら
ば
、
そ
は
亦
、
資
本
を
投
入
し
っ
、
あ
る

他
の
總
べ
て
の
人
々
の
利
潤
を
も
奪
ひ
去
ら
な
け 

れ
.ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
蓋
し
、
他
の
者
が
相
當
な
る
利
潤
を
擧
げ
っ
V
あ
る
間
に
、

一
部
の
資
本
家
が
永
續
的
に
全
然
何
等 

の
利
潤
な
く
し
て
存
す
可
き
こ
と
は
眞
に
不
可
能
な
る
が
故
で
あ
る
。(

i
bo;
., pp. 

33-34. )

o
彼
れ
に
從
へ
ば
何
物
と

雖
も
、

高
利 

潤
の
如
く
、一

國
の
繁
榮
及
び
幸
福
に
貢
献
す
る
所
大
な
る
も
の
は
な
い
。
彼
れ
は
、
®
き
利
率
を
以
っ
て
其
れ
自
體
に
於
い
て
ー
國 

に
取
っ
て
有
利
で
あ
る
と
做
す
の
意
見
を
拒
否
す
る
。
®
き
利
率
は
大
な
る
資
本
蓄
積
の
徴
候
で
あ
る
が
、
而
も
そ
は
又
、
鹿
き
利
潤 

率
の
徴
候
で
あ
り
、
又
一
國
の
富
と
資
源
の
增
加
を
許
さ
^
る
可
き
靜
止
的
狀
態
に
進
み
っ
\
ぁ
る
徵
候
で
ぁ
る
。
而
も
、
總
ベ
て
の

貯
蓄
は
利
潤
か
ら
行
は
れ
、一

國
は
其
の
急
速
に
進
歩
的
な
る
狀
態
に
於
い
て
存
す
る
際
に
最
も
幸
福
で
あ
る
が
故
に
、
利
潤
及
び
科 

子
は
高
き
に
過
ぐ
る
こ
と
を
得
な
い
。
リ
カ
ー
ド
オ
を
以
っ
て
觀
れ
ば
、
地
主
が
減
少
せ
る
犠
牲
を
以
つ
て
抵
當
に
對
し
て
金
子
を
調 

達
す
る
を
得
る
こ
と
は
、
沟
に

一

國
に
取
り
俄
利
潤
及
び
©
利
子
に
對
す
る
不
充
分
な
る
慰
安
た
る
可
き
で
あ
る
。(

i
b
i
d
.
,

で
?

3
9
1
0
0
0

穀
物
は
勞
働
賃
銀
の
投
費
せ
ら
る
ゝ
主
要
物
品
で
あ
っ
て
、
其
の
價
値
は
著
し
く
賃
銀
を
左
右
す
る
。
土
地
の
上
に
投
入
せ
ら
れ
た 

る
勞
働
の
增
加
に
由
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
穀
物
の
永
續
的
高
價
と
共
に
、
賃
銀
は
高
か
る
可
く
、
而
し
て
諸
貨
物
は
賃
銀
騰
貴
の
爲 

め
に
騰
貴
す
る
こ
と
な
か
る
可
き
が
故
に
、
利
潤
は
必
然
下
落
す
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
利
潤
は
唯
り
一
業
務
に
於
い
て
の
み
下
落
す 

る
こ
と
な
く
、
總
べ
て
の
も
の
に
於
い
て
下
落
す
可
き
で
あ
る
。
高
賃
銀
は
*

一
 

般
的
な
る
時
は
、
等
し
く
農
業
者
、
製
造
業
者
及
び 

商
人
の
利
潤
に
影
響
す
る
。
賃
銀
を
押
し
下
ぐ
る
の
外
、
利
潤
?-
押
し
卜
：ぐ
る
方
法
は
存
し
な
い
。
斯
く
の
如
き
利
潤
の
法
則
に
據
っ 

て
、
著
し
く
カ
强
く
賃
銀
に
影
響
す
る
殼
物
の
如
き
缺
く
可
ら
ざ
る
必
要
品
が
低
廉
な
る
價
格
に
於
い
て
存
す
可
き
こ
と
が
如
何
に
重 

要
で
あ
り
、
又
-
輸
入
の
禁
止
に
よ
っ
て
吾
人
が
其
の
膨
脹
し
つ
、
あ
る
人
口
を
給
養
す
る
が
爲
め
に
其
の
よ
り
磽
确
な
る
土
地
を
耕 

作
す
る
の
己
む
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
め
ら
る
\
こ
と
が

一

般
社
會
に
取
っ
て
如
何
に
有
害
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
V
直
ち
に
明
か
と
爲 

る
で
あ
ら
ぅ
。fibid: 

P
V42, 

43-44, )

o

1

千
八
百
十
五
年
の
穀
法
の
結
果
は
英
國
に
於
け
る
穀
物
の
價
格
を
し
て
常
に
、
a
っ
著
し
く
他
の
諸
國
に
於
け
る
價
格
よ
り
も
高 

か
ら
し
む
る
に
在
っ
た
、
斯
く
て
又
、
豐
作
に
臨
ん
で
は
、
そ
は
、
幾
分
の
救
濟
が
輸
出
に
よ
っ
て
産
出
者
に
與
へ
ら
れ
得
る
以
前
に 

於
い
て
は
、
是
れ
等
他
の
國
々
の
價
格
以
下
に
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。(ibid., 

p. 

5
0
0
0

極
端
な
る
立
法
は
不
必
要
で
あ
り
、
 

有
害
で
あ
る
。
而
も
-1

般
的
產
業
不
振
の
狀
態
が
依
然
と
し
て
變
化
な
き
間
は
何
等
絕
對
的
若
し
く
は
永
續
的
改
善
は
可
能
で
な
い
。
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穀
法
は
即
時
に
廢
止
せ
ら
る
可
き
も
の
で
は
な
く
、
又
完
全
に
廢
止
せ
ら
る
可
き
も
の
で
も
な
い
。
リ
カ
ー
ド
オ
は
刻
下
の
困
難
を
除 

去
す
る
が
爲
め
に
、
穀
物
の
價
格
が
ー
ク
オ
ー
タ
ー
に
就
き
七
十
志
に
達
す
る
迄
、
不
列
顚
の
生
産
者
を
し
て
國
內
市
場
を
獨
占
せ
し 

め
、
而
し
て
七
十
志
に
達
し
た
る
時
は
*1

ク
オ
ー
タ
ー
に
就
き
ニ
十
志
の
關
税
を
賦
課
し
て
外
國
小
麥
の
輸
入
を
許
さ
ん
こ
と
を
提 

案
し
た
。
此
の
二
十
志
の
關
稅
は
、
そ
が
十
志
に
達
す
る
迄
、
每
年
一
志
を
減
ぜ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
又
、
豐
作
の
結
果
と
し
て
生
ず 

る
過
剩
を
防
止
す
る
が
爲
め
に
、
小
麥
の
輸
出
に
對
し
て一

ク
ォ
ー
タ
ー
に
就
き
七
志
の
戾
稅
を
許
與
す
可
き
で
あ
る
、
而
し
て
斯
く 

の
如
き
は
十
分一

稅
其
の
他
農
業
地
に
歸
す
る
諸
稅
に
對
す
る
補
償
と
L
て
永
く
#
續
す
可
き
も
の
で
あ
る
o
cr
E:
.- P

?

00
2
-
8
0
0 

而
も
、
刻
下
の
窮
狀
は
之
れ
を
課
税
に
歸
す
る
を
得
な
い
。
救
貧
稅
及
び
十
分
一
稅
の
如
き一

定
の
負
擔
は
專
ら
農
業
階
級
に
影
響 

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
大
體
に
於
い
て
課
稅
は
共
同
の
負
擔
で
あ
つ
て
、
特
殊
階
級
の
窮
狀
を
說
明
す
る
こ
と
を
得
な
い
。 

リ
カ
ー
ド
オ
は
、
最
後
に
、
外
國
の
榖
物
に
依
賴
す
る
の
危
險
を
擧
示
し
て
穀
物
質
易
の
自
由
に
反
對
す
る
者
に
答
へ
る
。
斯
く
の
如 

き
反
對
論
は
、
英
國
が
其
の
年
々
消
費
す
る
定
量
の
著
大
な
る
部
分
を
輸
入
す
る
者
た
る
可
し
と
做
す
の
推
定
に
基
く
。
第
一
に
、
彼 

れ
は
諸
外
國
に
於
け
る
穀
物
の「

報
酬
を
與
へ
つ
、
あ
る
價
格」

を
著
し
く
增
加
せ
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
斯
く
て
又
、
ょ
り
大
な
る 

供
給
を
擧
ぐ
る
が
爲
め
に
是
れ
等
の
諸
國
を
し
て
劣
等
な
る
品
質
の
土
地
に
依
賴
せ
し
む
る
に
非
ざ
れ
ば
、
極
め
て
大
な
る
定
量
が
海 

外
ょ
り
取
得
せ
ら
る》

こ
と
能
は
ざ
る
を
主
張
す
る
。
價
格
が
海
外
に
於
い
て
騰
貴
す
る
に
準
じ
て
•
國
內
に
於
け
る
ょ
り
磽
确
な
る 

土
地
を
耕
作
す
る
こ
と
が
有
利
と
爲
る
可
き
で
あ
る
、
斯
く
て
又
、
需
要
の
最
自
由
な
る
狀
態
の
下
に
於
い
て
は
.
英
國
民
は
何
等
甚 

大
な
る
定
量
の
輸
入
者
た
る
こ
と
な
か
る
可
き
萤
然
性
が
存
す
る
。
第
二
に
、
英
國
の
輸
入
す
可
き
定
量
が
反
對
論
の
要
求
す
る
が
如 

く
、
巨
大
で
あ
る
と
し
て
も
、
リ
カ
ー
ド
オ
は
是
れ
ょ
り
し
て
生
ず
可
き
何
等
の
危
險
を
も
認
む
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。
斯
く
の
如 

含
制
度
の
下
に
於
い
て
は
、
英
國
の
需
要
は
疑
ひ
も
な
く
不
衢
で
あ
り
、
劃
一
で
あ
る
可
き
が
故
に
、
穀
物
の
著
し
き
分
量
は
特
に
英

國
市
場
を
目
的
と
し
て
海
外
に
於
い
て
產
出
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
穀
物
を
收
受
す
る
こ
と
が
英
國
の
利
益
で
あ
る
以
上 

に
*
之
れ
を
し
て
何
等
の
障
礙
な
く
英
國
に
到
着
せ
し
む
る
こ
と
が
同
國
に
於
い
て
使
用
せ
ら
る
i
が
爲
め
に
穀
物
を
產
出
し
つ
i
あ 

る
諸
國
の
利
益
で
あ
るOQbid., 

p
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本
書
の
重
要
性
は
後
年
の
穀
法
廢
止

運
動
に
對
す
る
寄
與
に
存
す
る
。
而
も
リ

カ

ー

ド

ォ自
身
は
決
し
て
急
激
な
る
穀
法
廢
止

意
見 

を
唱
道
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

一
千
八
百
二
十1

一
年
の
穀
法(

OJ
a
0

S

5

 

J
<
n
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6
0
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は
價
格
が
七
十
志
に
達
す
る
迄
、
全 

然
小
麥
の
輸
入
を
禁
止
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
點
に
於
い
て
輸
入
は
"

一
千
八
百
十
五
年
の
條
例
の
下
に
於
け
る
が
如
く
、
無
稅 

を
以
つ
て
許
容
せ
ら
る
i
こ
と
な
く
、
價
格
が
七
十
志
と
八
十
志
の
間
に
在
る
際
に
は
十
二
志
、
八
十
志
と
八
十
五
志
の
間
に
在
る
際 

に
は
五
志
、
又
八
十
五
志
以
上
な
る
際
に
は
僅
か
に
一
志
の
關
稅
が
賦
課
せ
ら
れ
た
。
而
も
斯
く
の
如
き
關
稅
の
等
級
は
小
麥
の
價
栳 

が
八
十
志
に
達
す
る
迄
は
實
施
せ
ら
る
i
こ
と
が
&
か
つ
た
。
籃
し
、
價
格
が
此
の
點
に
達
す
る
迄
*
港
を
開
く
こ
と
を
禁
じ
た
る一 

千
八
百
十
五
年
の
條
例
の
規
定
は
新
法
に
よ
っ
て
取
o
消
さ
る
>
こ
と
が
な
か
つ
た
が
爲
め
で
あ
る
。
ff
i
ら
に
他
の
障
害
は
港
が
開
か 

れ
た
最
初
の
三
個
月
間
を
通
じ
て
艽
志
の
附
加
的
關
稅
が
賦
課
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。(

泛
|
3
, o
p
. 

c
ir

*?J
7
4
0
O

此
の
二
十 

ニ
年
の
法
案
の
通
過
を
名
殘
と
し
て
、
土
地
階
級
は
、
小
麥
の
價
格
が
八
十
志
に
達
す
る
迄
、
國
內
市
場
の
獨
占
を
與
へ
ら
れ
つ
、
あ 

る
際
に
於
い
て
も
猶
ほ
穀
價
及
び
地
代
が
法
律
に
よ
つ
て
引
き
上
げ
ら
る
、
こ
と
能
は
ざ
る
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
穀 

物
め
價
格
は
主
と
し
て
自
國
に
於
け
る
天
候
氣
候
の
如
何
に
よ
つ
て
定
ま
っ
た
。
穀
法
廢
止
に
先
き
立
て
る
ニ
十
五
箇
年
間
の
平
均
價 

格
は
凡
そ
五
十
七

志
六
片
で
あ
つ
た
。

ー
千
八
百
十
芄
年
に
至
る
迄
は
、
穀
法
は
價
格
の
上
に
殆
ん
ど
何
等
の
影
響
を
も
及
ぼ
す
こ
と 

が
な
か
つ
た
。
そ
は
同
年
以
後
に
於
い
て
は
或
る
程
度
ま
で
平
均
債
格
を
引
き
上
ぐ
る
の
效
果
を
有
し
て
居
っ
た
が
、
而
も
其
の
主
た 

る
影
響
は
價
格
の
動
搖
を
頻
繁
な
ら
し
め
、
且
つ
其
の
範
圍
を
大
な
ら
し
む
る
に
在
つ
た
。
這
舣
の
動
搖
は
管
*た
に
消
費
者
、
殊
に
一

古
版
經
濟
書
解
題 

• 
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解
題 

一
八
八

(
一

丘
八
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舣
大
衆
に
對
し
て
の
み
な
ら
ず
I農
業
者
に
取
つ
て
も
亦
、
極
め
て
有
害
な
る
影
響
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
實
に
當
時
の 

立
法
者
は
債
格
の
安
定
を
期
圖
し
て
、
却
つ
て
其
の
動
搖
を
大
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
高
價
格
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
劣
等
地
は
耕
作
に 

致
さ
れ
、
又
、
資
本
は
耕
地
の
改
良
に
投
入
せ
ら
れ
た
。
而
し
て
豊
年
に
於
け
る
供
給
の
增
加
は
生
産
者
を
し
て
破
滅
を
免
れ
ざ
ら
し 

む
る
迄
に
價
格
を
低
廉
な
ら
し
め
た
。
加
之
、高
價
格
は
亦
、農
民
を
し
て
其
の
土
地
の
堪
へ
得
る
ょ
り
も
以
上
の
高
地
代
を
提
供
せ
し 

め
、
其
の
後
に
於
け
る
一
.兩
年
の
®
價
格
は
彼
れ
等
を
し
て
非
常
な
る
苦
境
に
陷
ら
し
め
な
け
れ
ば
巳
ま
な
か
っ
た
。
農
業
階
級
若
し 

く
は
報
酬
に
値
す
る
不
動
な
る
價
格
を
維
持
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
者
は
須
ら
く
、
單
な
る
輸
入
の
制
限
ょ
り
も
、
寧
ろ
輸
出
獎
勵
金
を 

增
加
し
、
而
し
て
之
れ
を
受
く
可
き
輸
出
價
格
の
限
度
を
決
定
す
可
き
で
あ
つ
た
。(
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0
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輸
出
獎
勵
金
の
制
度
は
蓂 

に
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス

の
面
を
犯
し
て
熱
心
に
擁
護
せ
る
所
で
あ
り
、

マ
ル
サK

が
其
の
維
持
の
必
要
を
唱
道
せ
る
所 

の
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
原
則
と
し
て
農
業
保
護
に
反
對
せ
る
リ
ヵ
ー
ド
オ
に
し
て
尙
ほ
且
つ
之
れ
を一

定
率
に
於
い
て
維
持
せ
ん
と 

せ
る
所
の
も
の
で
ぁ
っ
た
。
而
も一

千
八
百
十
五
年
の
條
例
は
之
れ
を
廢
止
し
、
二
十
ニ
年
の
其
れ
は
之
れ
を
復
活
せ
し
む
る
こ
と
が 

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。戰

爭
社
會
學
文
献
雜
考

加田.

哲
ニ

現
代
は
戰
爭
時
代
と
も
い
ふ
べ
き
ほ
ど
、
戰
爭
が
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
。
新
聞
•
雑
誌
•
著
作
に
戰
爭
の
問
題
は
、
そ
の
数
を
知
ら 

ぬ
ほ
ど
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
あ
る
ひ
は
純
然
た
る
戰
略
的
立
場
か
ら
、
ま
た
は
戰
時
經
濟
機
構
の
立
場
か
ら
、
ま
た
國
際
情
勢
の
關
係 

か
ら
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
の
論
著
は
一
應
戰
爭
問
題
の
解
說
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
を
益
す
る
も
の
も
あ
る
し
、
ま
た
單
な
る
好 

戰
的
精
神
の
發
露
に
止
ま
り
、
戰
爭
が
終
極
の
手
段
で
あ
り
、
且
つ
目
的
で
あ
る
か
の
如
き
戰
爭
讃
美
論
に
終
つ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。 

而
し
て
、
こ
れ
ら
の
論
著
が
、
わ
れ
わ
れ
の
要
求
を
滿
さ
な
い
の
は
、
そ
れ
が
主
と
し
て
、
時
事
的
現
象
の
表
面
的
解
說
に
終
つ
て
ゐ 

る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
學
修
し
た
歴
史
は
、
殆
ん
ど
そ
の
す
ベ
て
が
戰
爭
の
歷
史
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
戰 

爭
の
本
質
の
問
題
に
つ
い
て
は
•
何
等
寄
與
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
戰
爭
の
如
き
重
要
問
題
に
つ
い
て 

Q

か
く
の
如
き
學
問
的
不
備
を
嘆
ぜ
さ
る
を
得
な
い
。

二

戰
爭
の
本
質
の
問
題
は
、
社
會
學
的
に
觀
察
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
そ
の
閬
明
杧
近
づ
き
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。
こ
の
意 

壩
爭
社
會
舉
文
献
雜
考 

一

一

八
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